
Title グレーゾーン金利廃止をめくる政策過程（二） :
「作為過誤」回避から「不作為過誤」回避への転換

Author(s) 上川, 龍之進

Citation 阪大法学. 2013, 62(5), p. 115-154

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/60144

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



r
工
早
で
ほ

グ
レ
ー
プ

i
ン
金
利
寝
止
を
め
ぐ
る
政
箭
過
程

「
不
作
為
過
誤
一
凶
避
へ
の
転
換

立
じ
一
山
仁

持
一
丘

ぃ
信
↓
U

羊

山
ポ
一
目
午

持
川
バ
H
T

～
稲
川

ih

－

日

万

円

山

γ十

「
作
為
過
誤

1
4
p
－p
d
2
3
 

rw什ト
yl刊
以

吟

γ八
、
f
L
V

戸、

、）

111 

持ヒ

上

H 

、ノ
〆戸、

ハ
〉
〈
ハ
）
六
ホ
二
一
円
に
代
H
ふ
古
市
は
が
悶
長
亡
川
町
決
成

d
t
る
ま
む
の
政
策
用
地
位
を
岐
一
叫
す
る
ハ

い
て
七
持
制
入
ノ

貸
九
J

業
王
制
的
制
日
史
（
川
U
i
工、

L

ハ
↓
を

5）

任
、
i
宗
法
3rf叫
止
の
政

vm過
符
「
日
戸
、
本
三

以
必
の
検
主

rEft－
J
i
 

守一－〆ノ

E
J
V
ヅ
パ
叶

村
人
品
川

ζ
A
臼
膏
L

4お

羊

公
企
業
法
時

l
J

改
止
の
政
策
過
程

之

進

日え人法羊j位内 1I J) I :m '2U J:l. 1 ] 



,,ii 

第

節

違
法
れ
為
の
党
党

一ア
L
ピ
’
コ
マ
ン
ャ
ル
勺
の
ソ
ワ
ト
a

イ
〆
ン
の
演
出
や
有
司
一
部
山
坊
へ
の
と
場
、

日
以
お
t
J
引
述
へ
の
加
切
な
ど
に
ふ
り
、

で戸、、
問

ー
サ
一
フ
金
一
の
イ
メ

1

だ
か
に
に
え
た
消
費
者
金
同
業
界
ご
あ
る
が
、
主
法
行
為
が
初
次
い
で
か
に

υ
2
2
T」

p

で
、
世

間
か
ら
の
イ
メ

l
～J

は
内
ぴ
忠
化
す
ゐ
。

一
一
ハ
〉
｛
〕
仇
川
i

人
ム
同
の
ア
日
仏
に
お
い
て
、

μ片
務
M
U
7

却
を
中
し
出
た
到
存
に
援
也
T
J

の
取
引
日
v
U
を
ロ
し

,, 

ロレに
γ

コ
ム
は
、

ど
い
た
と
弘
前
去
し
た
。
山
古
取
市
よ
り
も
貸
出
微
を
多
く
算
出
し
た
り
、
し
氏
、
パ
誌
を
ル
ア
な
く
市
首
し
た
り
1
9
る
こ
と
ず
、

八、）（
J

万
円
水
哨
し
さ
れ
て
い
た
と
い
う
心
で
あ
ゐ
c

顧
客
八
七
ノ
人
の
尚
一

ト十、五
f
平
闘
の

せ
て
hwh

一ヘ
J

戸
U

一刀
J

川
け
に
は
有
志
の
オ
議
士
が
、
山
口
L
L
の
逝
刺
入
伝
説
資
わ
沼
は
い
な
取
り
立
て
、
選
出
な
判
長
今
世
↓
な
と
を
暴
し
応
じ
介
ー
や

（
バ
…
同
！
被
害
対
取
全
川
会
議
桝
『
式
信
士
山
）
昨
は
か
暴
ノ
、
L
を
出
以
し
た

著
者
の
方
議
！
と
山
け
版
れ
↑

一
ふ
れ
に
対
し
武
富
！
は
、

五
五
円
一
（
ハ
）
万
円
の
判
官
烈
憤
J

M

4

L

求
ぷ
、
主
一
J
J」

さ
ろ
に
武
富
士
は
、

武
ロ
ー
を
批
判
丈
記
事
を
持
つ
M
に
書
し
た
ァ
リ
i
ン
ペ
ー
ム
ノ

り
ス
ト
、
ぞ
の
託
事
を
裁
て
た
山
i
版
任
、
編
集
者
に
対
三
阿
保
の
名
川
L
Z人
以
司
法
が
一
日
荘
、
一
、

L
1
3
ー
吋
↑
，
ノ
全
被
害
す
の

い
た
ρ
J
都
宵
弁
み
ら
は
、
訴
え
つ
れ
た
弁
誌
の
文
岐
に
同
コ
b
f
c

す
る
と
、
ミ
の
裁
判
に
、
彼
り
の
一
こ
ろ
に
武
官
？
十
の
一
元
引

円台山、
V
っ
て
れ
て
、

一
月
末
員
は
、
武
富
十
ハ
リ
剣
よ
六
芸
て
あ
る
い
氏
必
同
証
会
長
か
ら
、

サ
ブ
投
開
通
手
、
】
垣
及
1

｝て

ム川1
U
わ斤一川山九円～をハれ一

J

た

い
た
プ
ザ
l
ジ
ャ
1
j
リ
ス
ト
ヤ
武

J

晶
士
の
役
員
、
山
氾
祉
に
一
司
パ
吋
、
与
に
対

L
て、

ヤ
ベ
叩
の
山
ハ
円
胞
や
尼

f
や
じ
う
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
訓
汁
し
、

そ
の
証
拠
と
な
F

心
人
吋
部
資
料
や
半
認
の
一
一
／
i
ブ
ち
た
供

L
た

一転
1
4
υ
い
は
、

盗
市
ひ
の
伎
士
け
を
ヨ
け
た

一一

rυ
戸
J

ブ
日

I
ジ
ャ

1
7
7
ス
ト
の
山
同
俊
介
が
、

の
り
読
む
弐
井
会
長
を
警
川
同
庁
比
沢
警
察
宮
に
パ
U

詳
し
て
川
た
ハ
と
こ
ろ
が
、

の
記
汗
会
見
い
は
ん
勢
の
記
者
が
高
め
か
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
ム
八

T
苅
滞
社
も
一
ア
レ
ゾ
）
局
、
も

こ
の
会
見
を
ま
っ
七
く
報
活
｜
一
な

3
J
J
c

、1
j

A川
M

J

ナ
J

J

l

三
日
に
弘
山
川
市
計
九
元
手
一
三
げ
た
宇
都
旬
、
ト
り
が
、
電
気
通
信
事
業
法
違
以
の
容
疑
で
h
A
J
H

と
弐
司
会
長
を
古
川
京
地
牧

ir!:Uにぷ学｝位 l日 11♂1 1:1us 〆.ZilI '.i. : .I 

コ一一
d

l

 

山
岡



一正

ι↓
A

台
ー
デ
ザ
「
山
川
勺
た

r

こ
の
ιμ
ゴ
心
に
つ
い
て
は

一押山川のご

7

λ

吾川刊

一フ？。
7
2

と
い
う
完
約
九
J
J

あ
コ
た
た
め
か

が
欣
刊
誌
｝

一
般
紙
も
小
さ
な
必
討
を
ま
い
た
と
い
う

店
社
ハ
一
が
ふ

7Lつ
市
川
し
え
内
部
資
料
に
は
、

ど
い
た
〉
式
言
ー
は
桝
」
視
T
の
を
M小

氏
’
川
こ
執
｝
祭
の
強
者
」
午
一
定
わ
せ

｛c
h
F
i
ル
氏
一
を
送
り
、
そ
の
見
広
け
と
し
工
、
｝
一
引
U

L
近
づ
い
て
〈
る
暴
力
司
や
む
理
一
ヨ
休
の
構
成
員
、
h
の
犯

w
m灯
、
け
報
を
得
よ

ろ
と
し
て
い
行
の
で
あ
る
れ
こ
の
こ
t
l
h
J
之
さ
れ
ど
週
刊
誌
の
」
事
を
も
と
に
、
！
人
出
ー
一
品
の
宮
本
間

μ
一
一
両
門
間
が
弐
富
士
し
〈
快
一
察
の
在
Jq

を
何
い
ん
ム
じ
取
り
ャ
一
げ
、

謂
九
阿
し
、

村
会
む
郭

L
ず
ゐ
一

l
L附

h
L
J
L
た
れ
白
羽
引
の
冨
ん
山
沢
円
買
を
受
け
欣
一
ね
り
は

小
川
悦
純
一
応
首
刊
は
、

日
山
門
を
出
台
上
一

そ
の
う
ん
桝
視
rr

八
日
に
摂
査
清
誠
心
J

川
洩
を
郡
白
に
警
察
行
叶

つ
に
一
年
七
月

）一～」
14J 

人
以
、
地
り
爪
八
一
筏
民
法
の
？
秘
，
五
務
違
反
の
阿
南
い
「
書
類
込
檎
さ
れ
、
け
門
付
け
℃
辞
股

L
た

？

っ

に

円円レ山川

九
九
汁

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

U
L
n
i
 

v－
－
／
 

巾
昨
日
～
川
同

L
仁
か
ム
り
計

か
ら
一
り
つ
一
円
仁
か
け
て
盤
一
］
察
行

円
J
C〈
I

〉
枚
一
ト
い
く
の
日

i
ん
砕
を
そ
り
取
／

J

て
い
た
と
い
う
弔
問
先
結

果
を
後
去
に

O
B
ヰ
一
除
ぐ
ん
人
の
羽
戦
笠
町
叫
ん
j

じ
を
日
市
町
一
l
f比
一
軍
に
意
L
b
l
～

協
映
の
＋
ト
デ
、
行
行
為
に
関
わ
コ
f
M
m
山
局
に
、

、
、

マA
ハ
リ
ノ

ii 
τァ
貝

取人法羊JG2 (,:17) J:IOD '2UJ:l 

け
に
似
言
同
情
ι
じ
は
、
｛
了
都
一
日
ド
ヮ
の
i
u内
沼
状
b
J
安川押
7
1

桜
山
帽
谷
疑
の
捜
パ
一
に
六
l

格
的
に
ち

J
L
f
u

一
（
ハ
ノ
円
ご
い
リ
ー
い
を
旧
同

七
月

川
ー
に
は
此
川
五

武
井
会
長
め
一

u
t

J

＋
品
、

円

開
作
依
い
切
の
代
表
を
怪
気
持
一
信
つ
業
法
違
反
の
谷
疑
で
、
民
高
ふ
一
刃
向

d

務
を
司
有
財
の
洗
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
逮
捕
L
た一

2
 

は
バ
井
会
長
を
一
昆
気
辺
信
事
士
末
法
与
一
店
反
の
九
口
疑
て
逮
捕

v
J
1

月

け

に

こ
う
し
た
事
糾
ド
よ
り

大

f
泊
費
者
主
限
会
引
の
イ
メ
ー
ジ
は
内
び
E
L
化
し
た
っ

ま
た
ヘ
ヤ
融
汁
に
は

正
川
胤
の
笠
録
業
者
、

λ
ハ子

、f

川
市
支
持
金
版
会
引
が
、
閉
山
嵐
席
、
で
多
く
の
ト
ヲ
ブ
ル
会
的
、
ズ
て
お
り
、
退
払
い
合
地
還
を
主
め
る
集
凶
訳
訴
も
起
こ
さ
れ
て
い
る
と
川

ゲレ

う
市
泌
が
市
川
せ
り
れ
て
い
七
。
刊
に
法
律
知
哉
の
な
い
素
人
や
荷
停
将
を
引
っ
た
述
以
／
什
九
件
以
い
’
日
々
つ
に
お
り
、

清
が
多
く
お
せ
レ
わ
れ
た
大
J

m
費
者
全
瑚
の
7
J
フ
ル
ピ
刈
L
て

全
般
円
以

そ
の
小
じ
す
も
符
に
J
＋
l

r
c
i
r
T五
円
に
旦
ア
品
川
の
Y
V

り
入
り
総
存
を
安
治

L
F一「



,,ii 

第

節

最
コ
川
裁
判
決

二
C
C
刈
日

月
に
胞
訂
さ
れ
た
改
』
貨
公
一
2
4
提
司
法
は
、
施
行
方
九
一
介
」
守
一
同
途
と
コ
lhと
裂
な
兄
向
一
し
ゃ
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

で戸、、
問

い

と

そ
P

二
、
金
融
庁
は
つ
ひ
五
年
（
一
日
に
、
総
務
前
面
局
長
力
以

品
川
げ
し
じ
訂
ゴ
け
で
、
「
良
企
業
判
度
学
に
問
す

談
会

ヘ
貸
金
業
怒
談
会
」
を
充
足
さ
せ
れ
J

の
λ

ノ
パ
は
、
金
剛
容
該
宗
の
え
／
パ
ー
で
あ
る
学
者
や
’
T
議
士
な
ご
で

あ
り
つ
た
。
え
ら
に
iT
フ
サ
パ
！
と

L
亡
、
ヘ
十
円
貸
令
楽
協
会
連
合
会
公
r
h
や
パ
手
何
学
背
主
献
の
プ
寸
ム
社
長
2
い
っ
た
楽
界
引
山
内

鴻
係
者
に
加
え
、
〆
J
都
宮
偉
児
や
一
九
何
い
ク
レ
ジ

Li
・
↑
ノ
↓
ブ
公
役
害
者
述
絡
協
議
〈
以

f

？
レ
什
一
ノ
悼
ん
達
協

J
f務
局
討
も
入
J

て

ケ
レ
庁
ラ
絞
法
協
な
ど
、
被

u
t
u
救
す
々
は
札
げ
の
迅
到
に
つ
い
て
は
捻
述
す
る
に
も
っ
と
も
当
初
は
、
こ
の
仰
い
談
会
で
グ
レ
ー

リ

1
ン
の
撤
悼
－
な
と
の
1パ
さ
な
改
革
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
怨
之
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

μ
江八号較すお芯一－
M
んγ
山で〕品、

日
本
ム
討
議
士
連
へ
川
去
の
消
古
者
問
匙
対
策
委
員
会
の
代
玄
！
？
と
＼
こ
れ
ま
で
サ
ラ
金
被
害
者
の
技
消
に
あ

九
一
〉
一
て
き
た
弁
設
l
L
M、
り
ヒ
ア
リ
ン
ク
を
行
う
て
い
る

被
害
者
本
人
か
ら
は
話
を
聞
く
気
は
な
か
コ
介

い
か
金
細
庁
は
当
初

と
こ
ろ
庁

ソ
ハ
〉
ド
平
年
月
に
会
同
庁
い
い

ル
の
任
問
油
引
き
で
採
用
さ
れ
、

hw
九
一
同
会
の
い
担
当
と
な
っ
た
信
可
制
Y

一
次
世
手
目
宝
山
小
説
従

子
明
市
長
い
制
作
ー
が
、
恒
日
け
し
て
間
も
な
く
、
多
重
債
務
苦
ヰ
い
は
団
体
的
代
表
を
怨
説
会
に
呼
ぴ
、
過
剰
融
資
な
ど
の
完
芯
を
記
三
こ
い
か

、ペノー二、
i

J

h

ん

す
る
と

の
引
の
都
墨
右
の
川
町
一
幹
出
が
夜
や
引
が
出
に
呼
び
つ
け
、

前
例
の
な
い
こ
と
を
す
る
以
し
、

が
F

仏
琴
、
な
の
か

ハ
ゾ
ひ
ベ
ン
は
資
料
を
矧
念

L
ろ
ピ
叱
責
レ
ヂ
イ
コ
そ
こ

か
資
料
を
山
骨

I

ゆ
す
る
と
、
そ
の
大
蔵
省
キ
ヤ
ヲ
ア

の
析
が
は
、
「
れ
営
者
』
体
の
一
円
つ
」
y

チ
鵜
呑
み
に
し
て
、

こ
ん
な
極
端
な
例
で
人
工
作
内
訳
論
を
ゆ
が
め
る
の
か
と
怒
時
っ
て
資

川
竹
を
床
に
投
げ
つ

けれい
V
A
1
4件
の
尽
力
に
よ
ハ
リ

こ
の
試
み
は
成
功
L

の
「
花
木
ク
レ
ン
ソ

hr
－
庁
一
ソ
八
4

・
l
出
没
古

を
な
く
す
会
一
、
が
T
1

の
一
夜
引
け
の
会
一
な
と
の
メ
ン
バ
ー
が
、
怒
談
会
に
付
い
て
被
害
内
定
態
を
み
、
ス
た
。
い
は
い
引
の
ん
ム
ぷ
会
と
し

一
、
は
目
’
川
刊
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
出
致
を
境
に
、
中
ウ
派
的
委
員
も
沼
会
苔
川
訳
者
以
に
傾
い
て
い
っ
た
l
L

い

ir!:Uにぷ学｝位 l日 I18) I '.iiυ 〆.Zill'.l.: .I 

之
、

''・ 



人
科
は
伺
人
的
な
経
験
か
ら
、

グ
レ
ヅ
？
／
九
一
利
の
擬
院
に
強
い
意
欲
を
燃
や
し
て
い
p
c

と
い
、
ぺ
一
り
も
、
森
の
父
親
は
、
育
て
の

親
で
あ
る
叔
？
ん
の
的
公
の
伝
託
人
と
右
っ
て
い
え
の
戸
J

J

J

一
午
半
の
昨
じ
そ
の
叔
ハ
ん
が
夜
法
げ
し
た
こ
と
で
伯
合
研
一
川
口

え
き
一
L

に
な
コ
れ
。
森
の
｛
ふ
い
は
対
じ
、
情
ハ
ム
攻
い
け
が
政
り
す
て
に
米
ご
、
金
が
な
け
れ
ば
い
似
を
来
京
に
U
り
払
う
♂
品
円

ν
た
ナ
め
、

森
は
r
了
校
に
も
／
小
け
な
い
円
々
を
過
ご
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
て
の
窮
状
を
知
っ
た
す
設
ム
ー
が
拡
償
C
州
裁
会
引
主
受
け
て
く
れ
た
人
J

め、

取
り
立
て
は
止
ま
っ
た
。
状
〈
学
金
じ
γ

八
丁
を
川
て
い
円
十
夜
L
し
に
な
っ
た
況
は

悪
決
商
汁
仏
の
役
害
者
を
政
引
っ
h
J
め

泊
費
者
事
作
を
九
十
ト

吸
う
よ
う
に
な
η
、
主
敢
な
と
の
違
法
以
誌
を
村
氏
先
日
吉
右
に
代
わ
っ
て
犯
罪
者
か
ら
取
り
げ
、
設
山
平
日
告
に
分
記
す
る
七
組
み
に
勺
一

－
屯
て
も
研
究
じ
て
い
た
そ
こ
で
紋
山
背
紋
併
の
ど
め
二
段
は
献
授
を
伶
る
山
叫
に
同
ろ
う
と
、
人
融
庁
の
一
九
間
か
り
の
人
材
蓉
集
に

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

乃
J

の
ド
ド
出
刊
さ
一
じ
J
L
t補
佐

l
L
てへ
J
税
庁
に
入
ハ
た
c
J
ニ
ウ
が
れ
し
中
」
は
、
舟
法
収

M
r砧
法
制
度
の
ム
任
案
ご
は
な
く
、

貸
金
業
制
度
の
な
革
だ
コ
た
の
で
あ
る

J

応
A

与
し

上
限
金
利
引
き
下
げ
ふ
れ
本
め
ふ
側
に
と
っ
て
、

さ
ろ
に
土
芋
逆
行
一
っ
た
の
は
、

〈
い
の
五
公

（
ハ
）
汀
一
一
司
の
内
問
攻
遣
で

一
色
が
金
融
い
仁
子
（
ド
l
↑

が
円
陪
府
政
務
行

金
融
経
，
川
町
川
以
下
山
ゴ

仁
就
子
、
〕
た
こ
と
で
為
る

彼
ム
り
ば
と
も
に

門同八い
μ

引
の
宵
企
業
主
は
川
市
制
す
べ
え
〆
い
つ
考
え
で
あ
泊
、
保
ら
の
は
任
に
よ
河
、
「
怒
談
会
の
プ
古
川
論
は
が
ら
り
一
民
判
例
会
」
変
え
、
尖

界
U> 

ふ
り
も
消
賀
若
乃
マ

特
」
絞
誠
司
は

父
宅
自
事
に
勤
務

L
に
い
た
時
じ

る
主
、
）
に
れ
ゆ
っ
た

い

し、

ト付 "'  1C ソl

i x 
Jド6
＇，市 l,, 

iこ Jト
批企

判長j'J グ〉

c ~I 
あ長
つ が
れ，，商

／ 

J、
以ー

ら
の
t目
指

ν 
ヴ
グアヘ

叶
殺
に
追
い
込
ま
れ
七
ケ
ー
ス
を

F
L
い
た
こ
こ
か
ら
、

ロ
企
業

品
目
北
山
は
停
制
、

年
」
談
会
に
山
山
首
し
、
同
空
者
市
恨
の

υ一
場
か
ら
説
論
会

j

l
ド
し
ん
一

、f

の
一
抗
議
は
、
借
り
子
宮
り
の
も
の
1
L
r
一
変
化

L
ご
い
っ
た
n

し
か
し
、
規
杭
強
化
へ
と
踏
A
ぃ
刊
す
き
っ
治
け

こ
の
よ
う
？

ゲレ

と
な
っ
た
り
は
、
治
払
い
金
返
還
請

k
訴
訟
で
最
高
裁
判
所
が
川
期
的
な
河
川
伐
を
下
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
符
期

円
取
両
裁
は
サ

ブ
金
問
い
l
」
っ
て
成

LMe
判
決
を
次
ム
Y
L
L

山山

L
一
に
い
っ
た
r

ま
FF

f
Hに
泉
両
政
は

円、〉円いよ
f
u
p
b

旧
古
川
じ
フ
ア
、
J

己ヘノ
m
門
午

月

!Ti[ 
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ド
）
よ
か
ら
融
資
を
受
け
ず
人
出
小
企
業
が
直
払
い
A

一
の
返
還
世
求
め
F
訴
ィ
一
弘
の
判
決
で
、

み
な

J

弁
ノ
ポ
ハ
州
地
疋
の
過
い
い
い
ず
要
件
を
献
は
川
に
解
釈

す
べ
き
で
あ
る
と
初
め
亡
は
断
｝
、

5
u
y
じ
G
の
4
1
張
主
退
け
た
）
日
決
で
は
、
天
tu並
列
店
に
つ
一
ご
は
、
み
な

J

弁
済
坑
定
灯
油

で戸、、
問

叩
は
な
い
と

L
た
〉
ま
え
、
み
な
）
弁
済
規
定
が
迫
町
即
さ
れ
る
に
は

契
約
主
同
一
函
に
汁
仏
刈
だ
の
事
項
が
す
ぐ
＼
て
同
定
さ
れ
ど
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
さ
に
た
い
、
み
な
ー
し
ず
済
想
京
が
直
出
三
れ
る
に
は
、
貸
企
業
者
が
弁
済
JLγ

受
け
れ
一
時
に
「
そ
の
お
度
、
伸
長

に
一
主
以
司
令
日
を
父
」
T
U

！
な
い

2
い
け
な
い
の
だ
が
、

一
け
い
あ
ま
り
が
絞
コ
一
也
し
h
J
旭
川

γ
受
取
祉
舎
を
交
付
し

ニ、－十ず円円、牛品、

f
オ
J

4

l

v

b

交
付

し千九
)-
」

は
口

ズ
な
しi

レ
" +. ，，，ノi
,,, hセ
）♂ t " L ，~ 

ノ 月白

つ九二又

＇~ ・? IT 
ナ完

治、

レコ

出
ん
に

心ハ
J
h
午
七
月
一
九

U
に
最
向
玖
心
、
川
河
合
業
背
に
討
、
す
る
及
判
で
、
貸
午
前
業
円
以
取
引
履
歴
を
出
一
め
す
る
義
務
を
魚
、
っ

4
一

と
し
、
関
川
L
な
し
場
ム
リ
同
小
川
出
打
為
L

え
な
し
て
慰
謝
は
の
支
払
い
い
表
泌
が
冗
牛
す
る
と
い
う
判
断
を
下
し
た
債
務
梓
が
府
f
h
u
v

、／
ιL  

金「いり与屈を
1
F
山
求
す
る
際
に
、

F

」
れ
ま
で
の
ド
ー
一
昨
粒
軌
を
計
ノ
鼻
す
る
た
め
に
取
引
股
同
れ
の
町
子

、？〆語、、斗〉吋
l
i

、

n
k
u
｝る／ふんけ
N

J

L

f

ム、し

ひ
と
い
持
合
に
は
攻
京
？
工
J

取
引
時
陪
を
関
ー
小
？
工
J

り
す
る
業
者
も
い
れ

伊
ん
ム
が
布
一
沖
さ
れ
た
後
で
み
っ
て
も

京
川
ハ
履
符
そ
院
一
ハ
J

J

な
け

ιば
な
ら
な
い
）
す
る
判
決
が
自
主
計
人
仁
、
と
ご
、

給
与
一
は
川
山
払
い

－L
、
ン
の
す
く

入
品
〕

2JL

二

c
c
h
q

月
一
五
円
い
長
門
裁
は
、
消
世
hvらん
f
p

削
会
F

か
ら
汁

J

ポ
ル
ピ
ン
バ
ノ
方
式
に
E
る
貸
し
れ
リ
け
や
受
け

t
位
務
忠
一
JV
尚一

払
い
金
円
F
L
H
E

一21求
め
え
訴
訟
で

月
日
リ
メ
j

c
リ
モ
？
J
J

〆

V
E
E
f
f
L
h
v
i
d－

－

P
 

7
ド
ル
ピ
、
〆
グ
方
式
と
は

限
度
M

刊
の
荘
司

4
ら
何
度
司
、
も
桁
リ
↓
へ

れ
が
ど
さ
、

古
川
知
ま
た
は
山
Jm

の
犯
を
認
治
し
て
い
く
貸
し
廿
ョ
け
一
刀
式
で
あ
る

業
お
側
は
、

こ
の
刀
y
ベ
ド
ょ
，
ω貸
L
J
J
け
は
、

ん川口、

げ
点
涜
の
閉
山
千
ι
殺
な
ど
の
確
｛
川
が
年
し
い
た
め
、
＋
主
刊
の
六
人
目
山
K
M
γ

を
緩
や
か
に
前
す
べ
き
と
主
張
し
て
川
た
ハ

し
か
し
最
高
訟
は
、

この市内清ム
U

いh
j
u
、

γ

店
内
九
州
ハ
ム
獄
与
の
記
載
が
な
い
限
り
、

契
約
書
の
父
パ
刊
が
あ
コ
た
と
は
－
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
、

返
治
問
問
、

［
市
パ
キ
叶
の

ι
R
v
を
h
口
元
し
た

リ
ボ
ル
ピ
〆
Y
ノ
方
式
に
よ
る
う
1
ド
キ
i

シ
ン
ゲ
は
山
噴
内
金
融
公
判
山
上
刀
鵡
訂
と
な
っ
て
い
た
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一

K
F

、

ゐザム
dN山

こ
の
判
は
は
大
き
な
影
部
ハ
ナ
信
号
え
J
J
C

有
ヨ
り
も
決
定
的
だ
っ
た
の
が

二
ひ
っ
ハ
ー
一
月
二
け
の
い
取
司
法
汁
決
で
あ
っ
た

の
裁
判
は
、
大
手
消
費
者
金
融
会
幹
ア

イ
ワ
ル
円

f
会
刈
「
、
ン
ア
イ
ス
が
偵
務
主
に
返
治
を
ぷ
め
七
、
も
の
と
、
グ
レ
ゾ
／
金
利
の

42刊初代、
ν沿
わ
れ
い
、
い
た
コ

甚
J) 

日
取
凶
品
以
常
吉
支
部
？
と

梓
の
し
ど
門
前
裁
判
松
江
文
部
は

い
ず
れ
も
シ
ア
ノ
ズ
似
の
」
校
全
士
一
間
的
に
認
め
、
借
り
子
い
付
L
」ム工積

の
1
3仏
い
を
命
じ
て
U

た
れ
こ
れ
王
で
ん
同
人
ム
糸
者
測
は
、

ク
レ
l
v
l
ン
人
公
利
の
有
』
河
井
が
下
わ
れ
た
裁
判
で
改
色
が
法
／
＼
！
な
る
し
」
、

～
刻
印
を
徒
主
L

紛
争
の
刷
い
斗

ld
か
1
こ
の
政
刊
f

、は

7

イ
ブ
バ
の
ハ
f
義
ム
し
は
持

.(, 

'・ 

に
成
功
し
て
J
3
h
ん

訴
判
決
を
勝
ち
取
ろ
、
っ
と
し
仁
い
た

L
、
r
t
憶
に
勝
と
る
と
f
f
x
て
い
た

こ
こ
r
u
k
同
裁
が
グ
レ

l
y

ン
全
引
の
白
J

切
性
を
詰
め

る
判
渋
を
山
山
せ
ば
、
ん

lm各
地
で
桔
き
て
い
る
逝
払
い
余
沢
選
前
求
訴
訟
で
以
山
刊
の
勝
九
ー
が
ほ
レ
ん
レ
f

一
な
く
な
る
り
能
性
が
め
り

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

た

ア
ィ
ヮ
ル
の
川
い
い
そ

F

一
に
あ
勺

－Y
一
一
、
ろ
か
市
高
決
の
決
定
は
、
原
判
決
を
般
常
1
1

け
ど
防
品
裁
へ
需
？
ど
成
、
す
と
い
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
叫
川
町
、
で
予
支
i
、
、
二
ノ
ィ

人
の
山
以
前
が

f

沖一一

J

た
｝
こ
の
剖
訟
で
は
、
ア
ン
ー
ノ
ー
ン
金
利
が
有
効
と
み
な
え
れ
る
た
め
の
前
促
で
あ
る
、
よ
払
い

問
題
と
さ
れ
て
お
り

二
審
で
は
、

支
払
い
は
任
意
で
、

グ
レ
？

f

ン
は
主
効
ユ
い
み
、
こ
れ
ま
で
の
類
似
の
訴
訟
）

一L
材、

の
判
決
が
山
川
さ
れ
て
い
丈
っ
し
か
〆
」
刷
門
誌
は
、

訴
訟
〆
♀
つ

C
い
る
融
資
に
つ
い
て
は
、

支
払
い
の
汀
圧
性
会
計
定
〕
た
っ

最
尚
武

は
、
こ
の
限
資
の
契
約
に

返
済
が
凶
川

j

寸
場
八
円
に
は
仙
り

F
に
付
し
て
践
け
の
げ
山
本
と
科
目
の
活
「
尚
一
掃
を
ポ
の
る
こ
と
い
か
で
き
る

活
請
求
条
F4

一が
設
け
ら
れ
て
い
る
点
を
判
題
視

L
f
。
最
高
裁
ド
ト
上
る
と
、
川
思
判
別
法
会
初
日
え
る
お
十
分
の
斗
息
に
つ

と
L
7
る
「

、f

け
で
は
、

本
来
は
法
的
な
日
制
々
を
持
丈
な
い
は
ず
な
の
い
、

支
払
い
が
少
し
ν

で
も
刈
る
と
利
息
割
以
法

こ
の
先
羽
が
入
れ
ら
れ
る
と
、

ゲレ

を
辺
、
χ
白
部
分
も
台
め
ど
残
訟
を
す
べ
て

L

れ
ば
な
品
川
な
い
と
い
う
誤
解
を
倍
弱
者
に
牛
じ
さ
せ
る
r

つ
会
m
hけ

の
条
i
J
M

明
が
人
ノ
U

と、

グ
レ

1
ゾ

1
J
金
利
の
支
払
い
eLh
ぺJ
尖
士
山
出
航
、
す
る
こ
と
一
な
る
た
め
、
粁
ぎ
で
山
中
川
胤
沼
退
町
一
心
が
支
払
わ
れ
た
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乙
は
一
え
な
い
ム
ご
う
の
で
あ
る

J

そ
の
、
？
ズ
で
取
司
法
は
、
「
ご
の

のド一村民一同

1
u

な
か
っ
三
ζ

い
え
る

で戸、、
問

め
な
い
限
り
、
債
務
半
三
か
月
己
引

U
司
な
古
志
に
ふ
J

C

刈
淑
超
過
部
分
を
支
払

J

た
も
の
と
い
つ
こ
と
は
で
き
な
い

1

三

L
て、

1

特
設
の
事
情
一
が
あ

J

心
地
ど
う
か
に
つ
い
一
、
富
迭
し
止
す
」
う
、
政
叶
け
を
壬
F
y
i
p

－
尽
し
た
。
品
す
る
ド
、
台
（
ノ
U
契
約
一
い
活
請
求

みに
〆J、
羽

の
ふ
ろ
な
、
別
浪
力
刈
来
ま
で
は
渋
々
パ
の
湾
打
を
し
な
ヘ
て
よ
い
と
い
う
「
明
演
の
刊
紙
一
を
喪
失
さ
せ
る
条
攻
が
あ
れ
ば
、

利
息
杭
以
法
制
問
辺
部
品
川
ト
つ
い
し
も
又
払
い
い
か
強
引
ス
れ
る
こ
と
い
な
る
の
で
、
任
己
に
支
払
っ
た

t
は
言
、
え
な
い
ハ
ふ
れ
ゆ
、
ぇ
、

み
な
し
＃
尚
一
は
九
戸
川
さ
れ
な
い

k
し
た
の
に
あ
る
ハ

の
業
梓
か
ら
治
会
持
し
し
い
る
泊
り
ー
が
返
淀
川
小
能
じ
彼
つ
ん
時
に
、

他
者
γ
別
立
と
王
寺
一

L
M押
さ
え

活
請
求
条
羽
」
「
い

ら
れ
た
り
結
権
を
ヲ
マ
＼

γ
凶
収
さ
れ
介
け
す
る
前
二
只
額
全
同
収
L
ャ
可
く
す
る
た
め
の
も
の
で
、
位
打
口

l
／
で
も
バ
ハ
肯
昔
令
駄
で

も
必
要
不
可
欠
と
さ
机
て
き
た
も
の
で
あ
ゐ
コ
そ
の
条
坂
本
根
拠
に
ゲ
レ
i
ソ
l
〆
金
利
の
有
効
位
を
十
円
左
上
ヲ
る
l
y

い
う
二
と
は
、
出
世

主
上
、

ク
レ
ー
ゾ
1
J
金
利
ふ
ず
ぺ
て
叫
効
と
j
る
の
に
主
寸

ν
い
こ
と
で
あ
っ

こ
の
判
決
で
は
さ
り
ト
、
ム
育
訓
斤
が
内
防
府
λ

↓
い
で
、
口
剛
υ吟ほん一打りの
m
h
に
主
主
い
か
佐
川
手
〉
交
わ
す
H
古
知
的
h

半
田
ド
パ
を
だ
め
だ
際
に
、

（
ん
の
街
路
牝
を
訟
め
と
し
え
こ
ん
f

に
つ
い
て
、

判
決
理
山
ツ
こ
は
お
接
関
係
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

法
の
一
安
任
の
範
凶
を
逸
附
し
た

違
法
な
弘
定
ど
羽
山
d
t
L
亡
い
た

消
費
若
公
開
を
汁
与
す
る
ふ
2
m
m
丁
総
傍
A
R
↓訓一円周
j
h
町
別
段
参
喜
一
日
・
人
森
が
人
は
、
こ
の
判
決
凡
か

、
旬
、
グ
レ

l
ゾ
i
ユ
金
制
J

を
初
度
と
し
仁
川
叫
め
な
い
と
い
、
っ
r
胤
内
款
の
強
い
主
：
市
争
時
い
片
山
被
〕
い

に
遭
う
〉
習
い
つ
つ
も
山

に
戸
、
訟
の
上
明
主
判
手
判
官
河
川
明
訟
の
本
学
ま
で
引
き
一
、
げ
る
形
ご
の
グ
レ
ゾ

J

金
利
光

H
に
取
り
持
わ
こ
と
を
沃
窓
し
、
貸
主
主

怒
談
会
を
市
川
す
？
？
｝
と
で
、
そ
の
帯
情
を
込
め
る
こ
し
に
れ

ー
ヮ
、
泊
安
省
主
十
一
業
凶
作
は
、
こ
の
判
以
は
、
み
な
し
ゃ
ー
済
別
誌
の
厳
格
な
長
刑
を
ぷ
め
た
判
伏
f

、
あ
町
、
任
意
金
利
戸
八
司
令
系
界

は
グ
レ
ー
ソ

l
J
金
が
い
宇
こ
の
よ
う
に
川
町
ぷ
）

は
体
が
十
円
ー
ん
さ
れ
ト
一
わ
に
寸
は
な
い
し
仁
い
う
J
L
A喝
を
l
L

う
て
い
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制
品
裁
が
、
、
一
の
向
山
rで
こ
の
「
て
つ
な
判
決
会
山
川
1
ν

た
問
問
と

ν

て
は
、
リ
れ
ず
以
序
件
数
干
9
1
F
J
T
C
を
理
出
と
し
た
河
役
者
数
が

九
t
h

ん一八年以降トい、

急

m
L
門吋

d
ま
り
し
と
い
た
－
一
こ
が
牟
え
ら
れ
γ心

ネノ
r
町
、
穴
、
の
設
刊
を
訂
以
一
L
た

π人何一

で戸、、
問

h

川
市
及
川
内
干
の
う
ち
の

「
消
世
（
者
会
一
間
一
が
tT
前
の
利
併
を
上
げ
る

ト
刀
で
山
利
の
た
め
に
円
殺
芸
ま
さ
次
々
レ

人
は
山
U
Jレ
h

絞
に
、

出
て
い
ふ
の
は
、
と
ニ
カ
お
い
ム
mv
し
い
し
と
え
℃
い
と
レ
述
べ

C
い

第
一
節

品
全
利
引
き
下
げ
企
同
連
絡
交

グ
レ
ー
ソ
l
J
λ
れ
み
が
い
の
嵯
J
H
に
つ
い
て
は

こ
こ
で
は
ハ

h
r
グ
レ
ー
ー
ゾ
1
l

〆八ぺ

資
企
業
終
談
会
じ
長
叫
ん
州
5
れ
る
こ
と
い
な
ゐ
が

利点特
J
H
を
熔
く
÷
下
張
し
て
い
た
可
一
ブ
金
M
m
Z苫
の
川
政
治
団
引
に
つ
し
て
簡
単
に
は
て
れ
こ
う
c

ク
レ
、
ン
ド

u
Tノ
一
プ
金
被
写
昔
を
支
持

す
之
同
は
什
刊
は
全
阿
仁
あ
る
の
だ
が

し一ー、
I
F

？’
 

J

にん
i
E
の
匝
休
右
集
ま
り
て
結
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
「
ク
レ
す
ソ
被
淳
一
協
」

1
あ

る
ク
レ
サ
フ
被
達
協
」
は
、
泊
費
高
金
融
問
授
に
品
川
通
？
〕
た
守
議
士
、
ヤ
司
法
音
士
が
コ
ア
・
メ
ン
バ
ー
、
あ
る
い
は
オ
ゾ
サ
ー

ハ
ー
と
二
v
k
人
会

E
V
と
お
り
、
多
重
偽
務
去
に
と
っ
て
の

一
駆
け
↓
山
市
tj
寸
」
と
な
う
て
い
た
、
ー
ク
一
〆
寸
寸

は
、
そ
も
そ
も

利
託
制
限
＋
拾
を
判
明
、
正
ゐ
土
利
ず
の
八
K
L山川
L
r
U体
、
マ
旭
川
け
い
こ
の
す
場
か
ら
、
過
払
い

の
支
援
も
行

J

て
お
け
、
出
資

の
散
一
で
あ
勺
た
う

の
公
会
議
懇
談
会
に
も
ヲ
務
局
長
が
三
ブ
ザ
パ
v

と
〕
ご
参
測
し
、

に
ど
う
て
は

出
資
J
L
の
上
限
金
利
引
き
h

げ
を
1
L
張
し
と
、
民
主
主
界
と
対
リ
）
て
い

）
レ
寸
か
ふ
／

九
L
八
作
か
ム
出
勤

τ＼
い
る

1

ん木川川パクレ

ジ
ソ
ト
・
サ
ラ
ハ
斗
河
也
対
策
協
議
会
」
（
ク
レ
ル
リ
ラ
対
協
）
と
い
う
ヨ
体
も
あ
り
、
二
月
司
体
も
宇
4
1
H

キ
司
法
当
円
に
E
っ
て
情
成

きれい
vt
い
た

U

ご
つ
し
た
同
体
は
叫
J
j
v引
の
救
円
泊
予
防
の
泊
設
に
取
り
が
山
で
い
た
の
だ
が
、

台
ノ
ヘ
＝
一
年
以
降
、
こ
れ
ら
の
凶
体

カ
れ
く
ら
円
か
か
け
て
も
、
巡
礼
訓
出
合
判
民
規
也
、
に
広
げ
ゐ
こ
k
は
で
き
な
か
っ
た
り

ま
た
川
ん
中
山
山
高
り
、

西

日

1
J
向
山
切
に
よ
り
出
資
誌
が
改
d
さ
れ
た
際
に
、

出
資
法
の
限
入
札
を
一
一
一
宇
後
に
見
附
す
L
L
い
う
明
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（
ん
が
時
け
丸
ま
れ
九
J

、
一
こ
を
ミ
っ
か
け
こ
し
亡
、

一
一
月
に
は
「
司
会
利
引
き

l
げ
ん
十
川
辿
絡
会

し
し
し
一

1
J
F
J
F
Z
J
ん
4
1

h

Jり
し
い

h

～

コC
刈
年
一

円
仁
は
ヤ
三
金
融
聞
記
に
よ
リ
貸
金
業
塀
到
寸
い
が
改
止

3
れ
九
ー
も
の
の
、

上
一
友
金
引
の
門
川
内
？
v

は
た
広
げ

J

に
さ
れ
、

日
井
ぴ
＝
宇
和
f

怯
慨
を
い
ヒ
途
に
必
要
な
見
出
し
を
行
う
こ
シ
ぐ
れ
た

そ
？
で
前
八
ム
利
引
主
一
同
げ
ん
＋
国
連
一
新
会
？
は
、

。ハ

γ
〕
年
口
ず
い
予
J

与
さ

れ
る
民
改
け
に
旬
け
、
活
動
を
活
経
化
し
た
。

ひ
っ
五
年
二
月
二
ハ

U
い
は
京
z
H
で
決
但
集
会
を
司
王
、
高
金
利
の
fh
き

げ

を

求

'" アジ
コ
ロ
万
人
の
署
名
活
訟
を
提
起
し
た

n
Lか
し
、
同
町
市
小
け
を
行
っ
た
｛
J
郡
一
「
・
述
終
会
べ
表
判
事

i

一
封
、
お
来
の
勢
力
の
み

む
は
と
て
J

河川U

。〈
J

万
へ
と
い
、
つ
円
相
は
達
成
で
さ
な
い
レ
し
出
口
う
ご
い
七
と
U

つの

と
こ
ろ
が
ギ
い
な
こ
と
に
、
労
働
金
附
院
へ
円
か
ら
I
J
J

都
｛
弓
に
、
下
町
せ
ぬ
話
が
日
付
ち
泊
ま
れ
ん

J

労
働
省
日
抑
制
中
犬
協
ぷ
九
九
（
巾
九

岩
J

甲信協、

が
金
利
引
き
下
げ
培
助
に
関
心
を
ね
ノ
て
お
り
、

ク
レ
ジ
ソ
、
i

・
f
ラ
ふ
恨
の
金
利
的
出
に
取
り
約
七
判
的
を
つ
く
ゐ
の
て
、

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

代
i

式
出
品
人
に
な
っ
て
ほ
し
U
と
い
う
の
で
あ
る
労
働
の
羽
海
に
ぷ

ν
て
も
等
主
依
務
院
批
が
深
＃
工
か
つ
て
ぷ
り
、
v
U
J
働
組
へ
け
の

－
h

郊
も
訟
を
悩
ま
せ
て
い
と
刊
で
つ
で
あ
っ
た
一

ν

中
央
労
福
山
川
加
し
y

は
、
淳
一
什
一
U

そ
の
傘
卜
の
加
需
組
ん
い
な
と
の
労
働
匝
休
山
、
全
同
労
働

入
者
沖
議
会

会
同
労
働
主
共
抗
生
活
話
料
組
ヘ
円
川
出
合
会

な
と
労
問
』
勺
福
ャ
レ
に
限
わ
る
山
ヂ
話
回
件
、
ム
悶
に

州
制
紋
さ
れ
、
各
地
の
ヨ
ム
ハ
系
的
組
合
乙
辿
携
？
て
し
ゐ
地
ト

h

，
労
」
間
協
一
詐
道
府
県

F

、
一
の
万
俄
〆
P

店
附
如
何
協
ぷ
ム
古
）
、
さ
ら
に
j
た仕しげ市川

山
刊
川
河
紘
台
湾
ハ
川
九
百
な
ど
に
r
a
hり
惜
昨
泊
さ
れ
て
い
る
勤
労
売
戸
川
祉
活
討
の
え
め
の
一
川
口
火
組
紋
で
、
会
長
に
は
市
沖
～
r
J
九
五
長
引
也
市
清
JV
点

中
央
労
山
内
川
協
い
叫
ん
呼
び
か
け
れ
ば
半
田
の
連
台
の
祁
織
も
動
き
出
す
は
ず
だ
y

考
え

い
て
い
た
一

J

子
ぶ
凸
は

そ
の
市
〕
人
れ
を
却
誌

二
、
＼
〉
h
年

刀
じ
じ
い
中
h
人
当
保
協
と
宇
部
｛
円
が
貯
U
か
け
人
と
な
っ
亡
、
「
ク
レ
e

作
ラ
全
斗
刊
誌
令
考
え
る
連
絡
ん
以

ノ一一】
r

、

l
／
 

、f

品川ム
x
l
k
し、

メ
ン
バ
ー
と
し
て
連
合
や
労
主
協
会
の
代
表
、
弁
書
ιし
や
り
法
一
一
円
入
句
、
さ
り
に
前
山
口
吾
川
体
や
μ「

ゲレ

協
が
川
拘
わ
っ
た
ο

こ
れ
に
よ
り
金
利
引
六
一
下
げ
逐
動
の
不
，
h
l

ワ
l
ク
は

成
一
昨
怖
に
叫
が
っ
た

一一ハい一
f
〕ハノ
i

品
金
利
引
3
下
げ
八
匡
逮
絡
会
ー
と
淫
終
公
設
、

全
匡
れ
費
何
回
体
連
地
何
人
以
の

中
夫
労
福
協
の
共
濯
、

一
月
山
円
に
ほ
、

取人法羊JG2 (J : 2J) I :m '2U t:l. 1〕
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後
援
に
ぶ
り
、
「
司
会
利
引
き

f
げ
を
め
さ
す
八
工
川
集
会
冬
季
倍
、
務
一
一
立
を
一
ち
ら
佼
ろ
、
っ
。
こ
己
1

〕
た
芸
八
九
J

閣
に
リ
引
い
、
弁
一
長

一
、
寸
法
弁
ふ
一
、
学
者
、
い
防
止
す
＃
引
体
、
、
万
働

H
体
、
消
費
心
世
到
体
の
同
係
者
、
打
、

ムヰ
L

へ
〕
人
以
1
h
J
集
ま
っ
た
さ
与
に
集
会
段
に

で戸、、
問

は、
7

院
が
凶
か
ら
半
京
駅
ま
勺
、
連
合
の
札
d

日
半
を
先
頭
に
一
F

J

〕
迭
を

f
う
た
、
こ
れ
は
初
め
て
の
試
み
で
、
以
後
、
主
片
的
な
集

会
丹
後
い
は
、

vuず
ア
モ
行
涯
を
行
、
つ
よ
う
に
な
〉

附柄引夕刊活
4

引
い
お
い
7
L

掛
軒
仁
唄

さ
ら
に
小
丸
リ
ゲ
柿
協
こ
の
協
h
ん
の
成
果
は
、

れ
た
u

注
亦
了
ノ
サ
上
う
に
、

同
金
利
引
き
で
げ
八
ム
同
連
絡
会
が
呼
び
か
け
た
ト
限
令
利
汁
き
ト
け
の
署
名
は
、

ー
に
何
人
ム

ぺ

Lーノ：

円
、
抜
出
さ
れ
F
O
の
と
あ
る
戸
、

川川
H
W
ご
と
の
山
門
京
は
、

E
門
名
は
当
ー
刊
の
想
定
を
大
幅
に
回
る
今
一
一
回
、
」
可
九
立
五
筆
に
つ
れ
ん

f

ヘ
ー
ハ
万
八
七
＝
筆
、
両
金
が
い
引
一
芸
一

F
げ
～
ア
戸
注
絡
会
が

も
の
一
じ
、
公
的
刈
ト
〈
の
刻
紋
ハ
一
を
見
川
v
f
J
一
け
る
も
の
と
な
J

u
a
T
述
が

労
福
協
が

九
万
八
四
九
五
筆
、

ノゴ
i叶

八
七
筆
と
い
う

ヲ
干
の
よ
う
に
弁
護
！
、

司
法
ヰ
ハ
ム
ト
、
被

τvUH川
体
に
よ
る
芦
主
刊
引
き
ド
げ
間
付
相
会
仁
、
労
働
組
ヘ
バ
が
止
ハ
院
す
る
よ
う
に
な
〆
て
、

辿
到
の
組
織
々
が
投
開
階
的
に
拡
大
す
る
三
と
に
な

J

た

F

）
札
以
降
、
高
会
利
引
〉
さ
卜
げ
逆
動
は
政
治
家
ヤ
毛
織
庁
へ
の
つ
ピ
i

情
品
目

か
医
院
す
一
r
Q

と
と
も
に
、
国
民
世
諭
に
訴
え
J
U
げ
る
こ
と
亡
、
強
い
記
響
力
ふ
品
川
市
）
神
7

－
て
い
く
こ
と
に
な
る

U

第
凶
節

資
金
主
懇
談
会
中
間
格
理

ユ
耐
を
貸
ヘ
市
長
布
告
談
会
に
戻
そ
う
。
レ
h
u川
及
川
一
伏
位
後
の
貸
金
業
J

相
談
人
会
、
は
、
ト
恨
ん
号
川
刊
の
本
滑
に
つ
い
て
、
あ
ま
打
議
論
さ
れ
な

カ
J

た
、
後
刊
誌
山
止
純
－
h

竹
山
判
礼
政
訪
中
一
宮
は
、
最
高
裁
判
決
を
伝
え
る
新
司
記
半
会
設
談
会
の
資
料
と
し
て
配
布
1
し
よ
う
と
し
た
も
の

の
、
巾
J
務
ト
刈
の
U
円
以
山
を
得
ら
れ
ず

明
人
的
な
資
判
い
と
し
て
を
H
H
た
ち
に
記
事
の
つ
一
ピ
ー
を
「
注
し
て
い

ら
で
大
森
は
、
貸
全
楽
町
郡
山
談
会
の
メ
ン
バ
ー
の
、
っ
か
ら
中
立
派

l
hノ
品
川
れ
て
U

た
委
員
数
人
一
一
川
引
回
し
ゃ
始
め
て
い
士
。
ム
八
木
川
は
、

出
資
法
の
以
ι
が
い
を
利
N
h
恥
限
法
の
主
准
ー
に
引
き
下
げ
、

グ
レ
1
ゾ

1
シ
企
杭
41
出
H
す
る
と
い
う
抗
案
を
ハ
コ
た
ο

こ
れ
に

M
L
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委
託
ら
の
反
泌
は
、

松一
h

J

てい肘ロ
H

山
的
、
ず
つ
ナ
こ
い
う
、

た
奈
は
、

毎
月
一

日
山
狩
片
u
f
F

っ
た
慾
談
会
を
月
じ

一
一
同
校
又
一
い
胤
や
し

告
ら
に
「
グ
レ
ゾ
シ
除
J
J
の
立
い
凶
当
を
岐
ぎ
つ
け
ず
析
出
井
紙
に
も
町
市
川
判
記
ヰ
に
よ
っ
て
伶
押
し
さ

t

た
u

そ
の
う
え
市
一
月

J
J

コ

（

1
6
 

上
演
ヘ
ザ
列
の
削
〔
叫
に
つ
一
い
て
委
討
に
討
人
刷
会
一
求
め

作
、
寸
川
心
、
A
J

斗
イ
々

貸
金
業
懇
談
八
三
、
は

つ
つ
ハ
ム
牛
二
日
ず
ま
で
の
問
に
、
枝
々
な
苅
係
者
か
ら
の
判
じ
わ
た
j

己
ア
リ
ン
グ
寺
市
ね
て
川
九
一
口
ぞ
し

ー
一
月
以
降
、
ほ
ほ
付
J
M
組
、
会
人
l

守
山
川
ー
さ
、
制
度
に

の
論
山
…
は

話
入
山
丸
引
や
取
り
斗
て
縦
割
、
広

ノ

P
｝

n

J

J

J

J

h

刈

止
円
・
紡
首
相
刷
新
一
な
ど
の
行
為
規
制
、
一
H
主
規
制
、

お
よ
び
…
主
管
千
法
な
い
と
、
“
日
令
業
の
健
常
化
の
た
め
の
措
置
仁
つ
い
て
じ
あ
っ
た
。

日
っ
こ
コ
ミ
ぐ
よ
、

t
J
t
J

し
♂
！
h

オ
プ
ザ

1
パ
！
の
資
企
業
者
七
九
門
的
、

ん十

HHが
規
制
強
化
心
方
hh
に
町
’
む
は
な
か
っ
た
と
い
う
〈
れ
こ
の
弘
一
川
ト
竹
山

は
、
量
的
初
制
の
あ
り
方
と
信
用
情
報
機
関
の
凶
用
に
隠
す
る
過
剰
貸
付
禁
止
規
則
に
つ
い
て
で
あ
っ
た

賃
金
染
者
は
律
の
門
且
的

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

札
制
脱
化
の
leA
向
性
は
支
侍
さ
れ
て
い
た
っ

法
制
1

い
反
対
し
て
い
た
も
の
の
、

世
九
段
の
山
で
は
、

た
日
だ
こ
の
吋
ー
で
は
、

一
い
川
情
報
の
父
u
況
に
つ
1
v

不
汽
」
札
－
1
1
v
i
h
～
レ
）
い
、
つ
ハ
手
、
、
ν
て

人
の
｛
μ
剖
～
い
に
す
と
：
と
へ
の
コ
ン
」
ン
ル
け
ス
は
な
く
、

お
の
高
山
が
l
臥
公
判
持
制
に
つ
い
て
で
あ
り
、

ゲ
〆
ゾ
ー
ン
金
利
を
解
消
す
る
と
す
れ
ば
、
利
三
制
限

μ
の
し
限
会
刊
を
ザ
資

法
の
l
限
令
引
に
ま
で
引
き
卜
げ
る
の
か
、

ぞ
れ
こ
も
出
資
次
の
桜
丘
利
を
利
宣
制
限
伐
の
限
主
利
に
ま
で
引
主
ト
げ
る
の

日
以
ー
へ
の
ん
冊
以
一
で
あ
う
た
と
い

か
ね
て
よ
り
消
山
民
主
金
一
開
業
罪
に
批
刊
的
で
あ
勺
た
金
制
・
べ
日

ru政
担
当
；
ヘ
ロ
の
与
謝
野
警
が
、

一1
R

f

f
川
じ
に
は
、

多
読
院
4r

一
北
住
友
銀
打
〆
山
安
U
刊
金
限
立
引
っ
ロ
ミ
ス
と
の
提
携
に
つ
い
て
、

算
入
す
討
会
で
祐
被
均
な
光
一
門
会
一
行
、
勺
。

寸
レ
乙
・
マ
11
～J
L
l

、f

ル
で
サ
一
ア
’
、
ナ
ポ
誌
の
広
咋
が
主
々
と
載
っ
て
い
る
こ
と

t
、
起

誌
に
広
パ
い
を
山

民
銀
行
だ
と
町
内
J

♂
て
い
た
銀
行
が
サ
ラ
企
業
者
と

ゲレ

L
て
い
ふ
こ
と
は
、
長
、
む
十
山
川
氏
九
%
一
」
と
の
つ
ゼ
と
将
令
し
た
の
ず
あ
る
。
旧
費
者
令
孤
業
界
へ
の
成
当
た
り
が
強
く
な
っ
た
こ
と

を
実
感
し
た
太
子
間
賞
苔
令
融
会
円
七
日
は
、

テ
レ
μ
一
－
コ
マ

1
ン
ャ
ル
の
は
成
時
間
拡
大
を
発
表
L
Lだ
も
の
の
、
民
会
で
は
泊
費
苫
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会
融
業

W
批
判
は
一
ま
ら
な
か
っ
L

に
こ
そ
こ
と
二
月

テ
レ
ビ
・
コ

γ

、
ン
ヤ
ル

八
円
に
し
場
十
八

1
瓦
討
は
比
八
司
引
訓
告
会
l
ん
を
／
行
い
、

の
内
リ
炭
い
油
、
え
て
、

店
山
引
で
借
り
子
の
家

i
診
断
や
消
密
行
門
別
政
断
を
実
施
す
る

F

℃
＼

倍
リ
適
当
一
社
川
オ
キ
ヤ
ン
ペ
、
ゴ
一

で戸、、
問

九
十
回
に
カ
ム
ノ
〉
い
づ
ン
グ
広
口
を
技
置
す
る
た
め
五
年
間
に
わ
た
り
将
司

i
fノ一広下山門を骨コ
u
f
＼
す
る
こ
y

な
と
、
利
市
1
f
記
録
読
め
f

」
干
対

川
ホ
ド
取
り
絞

ιと
発
表
し
た
っ

上
根
金
刊
の
引
き
ミ
げ
山
、
一
人
当

f
り
の
借
金
可
能
額
じ
上
出
を
設
け
る
総
E
胤
滑
に
つ
い
て
は
、
か
内

ク
レ

l
v
l
ン
人
公
利
の
判
明
汁
じ
は
賛
成
す
る
と

L
た
も
の
の
、
山
刊
門
戸
抑
制
以
法

川
行

の
お
問
金
引
を
山
資
法
レ
ベ
ル
に
引
き
げ
る
力
、
も
し
く
は
利
息
制
以
法
そ
の
も
の
を
え
J
H
す
ベ
さ
だ
と
上
仮
し
た
の

む
と
点
一
及
川
刈
の
姿
勢
を
門
叶
確
に
し
た
九
品
川
に
各
引
は
、

！日
月

川
門
け
に
は
、

v
理
法
な
取
り
斗
て
行
為
や
認
定
）
一
山
疑
い
が
濃
い
右
ヘ
ヘ
心
貸
付
な
ど
で
前
守
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
た
ア
／

7
ノ
ー
〆
一
｝
斗

4
1
i
J
f、

l
I
u
－

－

v
 

行
政
処
分
が
発
表
さ
れ
た

心。一
f
I？
っ
、
各
地

ア
イ
7
F

ル
木
社
叫
左
他
的
京
出
を
B
J
H山寸

yd
一
氏
武
則
混
同
h
h

で
訴
訟
と
な
勺
て
い
る
事
判
的
関
係
背
か
ら
の
聞
き
取
り
前
合
ド
LFJhj
し
て
は
い
た
も
の
の
、
－
人
子
治
山
H
V台
全
棋
会
社
へ
の
処
分
は
あ

ま
り
品
川
内
が
な
い
こ
と
も
あ
れ
、
！
大
川
市
換
な
処
分
に
は
及
び
腰
で
あ
う

f
v
と
こ
り
が
、

二り（ハ）
l

ハ
性
初
め
に
－
4
総
則
務
日
の
貸
主
主

J
h
v
」
去
を
気
め
た
ん
ぶ
刊
誌
て
か
τ融
庁
舎
融
会
計
烹
長
が
、

い
財
務
局
4
1
1
者
口
九
二
喝
、

L
ノ
こ
と
で
、

近
絞
川
則
一
必
肘
一
辻
机
～
告
に
川

け
急
速
に
日
動

ν
始
め
ず
ん

J

そ
の
結
果
、

徐
々
な
内
行
町
民
主
烹
規
制
法
法
行
凶
行
為
が
確
認
さ
れ
た
）

dγ 

」

た
五
拠
口
を

げ

円

か

ら

五

U
の
業
務
停
j
d
に
LFる
1

〆
と
も
に
、
そ
の
他
の
ん
出
も
二
一

uの
業
務
停
ぺ
け
に
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た

（
品
川
訟
の
広
済
受
領
朱
務
は

ヤ
ィ
フ
ル
は
、
手
ワ
ヒ
ソ
が
山
－
、
く
る
一
フ
レ

ν
・
A

7

、
l
ン
ヤ
ル
で
人
気
手
陣

1

p
一の

C
M
の

影
響
ご
チ
リ
ワ
の
人
気
も
上
が
り
、
抜
売
価
格
が
依
上
が
h
し
た
は
ど
で
あ
っ
た
。

L
カ
L
、

メ

i
ジ
取
れ
化
の

7
J
t

ノ
ル
の

せ
い
さ
チ
ワ
ワ
の
人
気
も
が
り
、
佐
t
y
J
もよ
H
v
τ
h
r
h
リ
し
て
し
ま
っ

ア
ノ
ー
フ
ル
処
討
の
街
撃
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
か
っ
た
の
ぐ
あ

マ
イヨ

貸
金
判
長
向
山
読
ん
日
で
は

ア
ノ
ソ
ル
へ
の
処
一
つ
が
な
さ
れ
た
顎
起
の
川
り

ft' 
t支し

t

、1
ご

（
安
際
は
半
段
門
司
の
か
γ
融
庁
」

が
巾
山
市

ir!:Uにぷ学｝位 l日 128) 1:1日〆.Zill'.i



b

の
原
案
を
発
表
し

A
V

肖つれい
F
U
J
一ョ，トヂ一白
F
d

つ、、、
r

、

i
A
C
I
－

－

d

J

F

l

U

3

一

L

J

と
こ
ろ
が
、
こ
の
処
分
仁
よ
二
、
怒
訟
去
の
一
片

円
に
川

間
気
は

八
日
の
会
誌
の
E
D
m
で

ι九人体は

「
ァ
ィ
ブ
ル
の
い
H

は
律
撃
的
だ

悲
し
た
と
い
、
勺

p
f
ブ
ル
だ
け
で
は
な
い
の
で
は

な
い
か
と
の
説
念
も
庁
か
ぶ

ヌ
ブ
ザ
パ
！
と
な
一
ハ
て
い

1
弁
護
も
、
「
こ
の
時
間

詳
の
な
い
チ
可
ワ
一
い
刊
惰
す
る
と
述
べ
、

の
川
田
げ
で
ヘ
規
制
治
化
を
後
判
別
し
た
ザ

ア
ィ
フ
ル
ド
敬
意
を
去
す
る
」
と
皮

t

一
A
Y
述
、
へ
た

3

あ
ふ
村
氏
死
代
一
清
和
苔
は
、
「
し
み
の

処
分
さ
え
な
け
れ
ば
も
3

と
業
以
の

μ

ハ
分
を
踏
ま
、
え
た
発
言
も
で
き
ん
が
、
あ
の
お
か
け
で
業
界
寄
り
の
完
円
は
遅
日
午
対
策
、

切
タ
ノ
！
と
い
、
つ
存
相
気
kd
出
来
が
っ
て
し
ま

J

た
一
と
主
一
日
し
ご
い

！日
月

八
日
の
資
企
業
刊
訟
談
会
ご
は

刀
法
長
で
は
、
息
む
釈
貸
し
付
け
の
一
巧
汁
か
ら
芸
人
明
市

巾
山
祁
吋
口
の
涼
一
耳
目
が
火
、
六
九
、
れ
た

ふ
ザ
融
経
済
同
相
J
J
ま
じ
が
包
科
川
に
へ
川
じ
ふ
れ
て
い
た
っ
出
資
口
の
州
間
金
利
に
つ
レ
て
は
、
引
き

F
げ
ね
極
派
と
反
対
派
の
京
民
が
向

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

ヘ
哨
炉
コ
ル
と
な
勺
て
い
た
も
の
の
、

新
市
ぺ
し
は
反
対
派
の
、
上
張
が
寸
べ
て
羽
一
り
ら
札
て
い

だ
の
し
Y

一
、
？
λ
森
ιケ
一
吉
め
た
金
融
斤
の
事
務
方
は
、

小
間
報
ぺ
口
て
は
単
な
る
同
論
併
配
で
終
わ
ら
せ
る
つ
も
日
で
あ
っ
た
し
y

いよノ
d

円H
ム
マ
昔
ペ
対
制
ρ、
は
も
と
も
と
議
い
い
立
択
で
品
。

f
め
、
こ
れ
ま
で
の
改
円
J
b
誌
ハ
ロ
マ
バ
で
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
の
い
川
ご
す
勺
当
初

は
誌
は
い
江
を
惣
定
し
て
い
え
か
ら
で
あ
る

f

議
UH
引
法
の
…
身
に
つ
い
て
ト
ハ
パ
ノ
向
性
や
決
め
一
「
い
ま
う
の
は
、
4

円
僚
に
こ
っ
一
、
は
タ

怒
談
合
ぃ
f
払
的
相
忠
誠
九
百
ど
い
、
つ
が
匝
村
山
け
で
あ
一
た
の
も
、

最
終
的
仁
法
改
辻
を
決
め
ふ
れ
一
は
う
党
え
？
こ
剛
山
疋
さ
れ
い

r

一
一
〉
コ
守
／
｝

一ノ

C
J
d
ィ

f

、
い
た
が
ら
て
あ
れ
人
人
件
は
委
パ
え
た
い

ι
「
こ
ん
な

i
－
ぱ
対
ロ
に
そ
一
言
っ
て
も
構
わ
な
い
か

怒
談
会
は
あ
く
ま
て
意
見
令
市
川

す
坊
と
あ
っ
て
、
立
思
決
定
の
閣
と
は
な
い
一
と
は
述
併
し
て
ほ
し
い
と
恥
羽
し
て
い

寸
で
に
一
月
末
の
防
白
で
村
民
兄
は

、f

全一弘…川
A
J仇
H
A
1

三
一
十
＋
育
会
長
）

の
へ
に
「
貸
金
業
抗
民
主
寸
に
州
叫
す
る
小
委
員
会
L

を
は
い
汗
し
て
討
打
、

γ

八
蔵
省
O
日
の
指
原
義
岡
常

ゲレ

決
院
長
U
u
r小
F
J
l
R
九
一
円
委
員
長
に
社
一
汗

L
ご
い
七
。
全
↓
地

M
K斤
会
科
部
た
ち
は
、

の
あ
る
退
別
代
只
し
付
け
の
は
勾
J
H
策、ヤム下子八

規
枇
争
l
ー
に
つ
い
て
話
1
与
一
七
、
つ
ら
え
む
、

旧
識
の
勤
杭
な
ー
に
も
見
な
が
ら
企
杭
悶
此
じ
つ
い
て
枚
討
す
る
と
い
う
与
え
で
あ
り
、
山

取人法羊JG2 (" :29) t:l二I'2U J:l. 1〕
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資
比
の
上
限
立
利
一
チ
利
息
制
限
は
の
出
品
に
ま
で
引
ミ

F
げ
る
F
L

こ
な
と
考
え
て
は
い
主
か
っ

f
こ
い

シ
ご
ろ
が
、

中
学
品
川
方
の
早
心
人
物
の

人
と
し
て
山
淘
判
p

一
［
一
の
素
案
作
リ
に
関
わ
っ
て
い
た
え
准
エ
・
恒
町
引
反
撃
計
百
宝
認
い
な
畑

で戸、、
問

n
h

、

I
f
h
J
 

f
k
ぁ
？
’

ま
ち
か
の
行
動
に
出
た
っ
r訪
問
問
守
l
層
部
が
中
間
祁
告
を
一
同
州
料
記
に
ご
と
め
よ
う
／
一
〕
て
い
ム
ヨ

τ一
歩
一
知
つ
ん
説
法
、
引
き

n均一

一
、
げ
刀
幻
を
わ
モ
山
す

LJ7後
藤
刊
に
五
一
－
っ
し
れ
～
灯
で
あ
る
ο

浅
い
尽
日
は
一
周
ハ
守
為
的
説
・
松
湾
企
肉
？
町
長
会

一5
1
H
A
j
j
i－
♂

一一

d
i
－

－

h
u
t
－

－

 

そ
の
門
吋
で
与
謝
野

γ
電
話
を
ふ
H

け
V
L

事
出
を
一
日
叫
し
た
の
か
ね
て
上
り
消
去
者
合
除
業
界
ー
に
批
判
的
、
あ
て
た
コ
一
市
野
は
、
支
f
M
m
の

要
請
を
一
之
け
人
れ
、
中
間
相
川

L
4ト
一
収
ι
利
引
き
下
げ
の
与
引
九
件
打
ち
出
tF
こ
と
や
了
承
l

ハ
ザ
剥
野
は

一
円
？
丸
山
（
元
は
泊
費
者
伐

議
政
党
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
仮
に
業
梓
を
代
弁
す
る
～
誌
は
が
い
て
も
、
そ
れ
は
も
は
や
円
子
%
と
y
v
ょ
ん
な
く
て
よ
い
と
与
え
て
い

た
と
い
う
－
こ
れ
仁
対

L
ト
八
藻
は
、
そ
れ
で
は
ん
L
7
j
b
、
増
浮
を
出
L
L
A
ん
E
L
J去
、
つ
こ
と
に
）
な
Z
ー
と
反
対

L
た
も
の
の
、
後
一
一
国
は
、

一
i人
十
人
ぃ
十
人
だ

九
三
日
瓜
が
吹
い
て

γ～コ
政
界
の
厄
玩
み
に
院
し
て
は
fh分
を
信
頼
し
て
は
し
し
」
と
述
べ
、
大
森
の
要
誌
に
は
し
凶
じ

と
ー
か
勺
プ
～
っ
こ
の
dvq
すへ、

一戸市川己立伝し
y
店
竺
守
さ
れ
と
い
た
べ
H
企
業
剥
制
民
主
ド
山
た
の
i
H
も
軍
大
な
部
分
に
つ
い

官
庁
が
ん
同
位
を

決
め
る
と
い
う
一
！
誌
が
関
心
常
識
ご
は
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
い
？
と
た

治
市
川
は

こ
う
ゃ
う
で
出
l

間
報
パ
ハ
に
主
口
訪
れ
た
以
卜
、

そ
れ
に
反
点
し
た
り

一
向
円
い
民
，
H
ん）

は
拡
抗
勢
々
か
一
ぼ
や
い
ル
／
ζ

い

ジ
ャ
？
」
ノ
リ
ス
ト
引

U
T什
ギ
は
、

こ
の
課
談
会
の
河
村
山
け
が
会
利
司
J
3

ヤ
に
よ
る
グ
レ
ゾ

「
抜
け
必
一
u
t
み
た
と
き
、

ン
持

F

止
の
PM
向
M
u
b一
不
し
と
意
味
は
収
り
主
く
i
、
き
い

懇
技
会
の
ん
討
が
メ
「
ア
イ
？
を
泊
じ
て
叫
刊
の
中
に
仏
わ
っ
た
こ
と
て
重
ア
川
と

な
J
、
そ
の
後
の
一
U
R
定
付
の
議

A

九
州
で
も
仏
丙
こ
こ
か
ら
大
主
一
九
外
れ
る
結
論
を
出

τcは
政
治
的
ド
リ
ス
ク
が
大
き
す
き
る
と
判

断
り
さ
れ
た
か
ら
だ
と
論
じ
、
こ
の
小
山
和
パ
U

の
将
つ
草
昧
宇
品
く
汗
仔
L
C
い
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h
節

向
い
叫
均
金
融
調
布
三
官
企
業
制
度
付
与
に
相
却
す
る
小
委
員
三

上
浪
人
三
一
利
コ
ツ
き
下
げ
は
見
込
ら
れ
2

ぬ
か
、
コ
フ
3
Fげ
ら
れ
f
と
ュ
ー
に
も

h
u
v
J
m
相
佼
ま
で
だ
ろ
、
）
と
考
、
午
、
い
た
消
費
者
会
同
業
界

は
、
民
主
業
容
一
設
会
内
中
間
報
言
に
汀
円
広
告
し
丈

生

、
つ
反
対
品
が
頃
川
し
た

に
本
を
す
ι
す
ど
い

ま
た
持
出
7
T
サ
ス
ト
に
円

H
似
刊
現
係
半
ゃ
い
か
ら
も
、

E
M
A丸
内

と
は
い
、
ズ
、
法
改
川
は
一
議
H
H
J
M
3
仙
で
ノ
ド
わ
れ
る
4了
に
で
あ
〉
た
た
め
、
消
中
山
列
者
令
一
臥
…
業
界
は
、
一
U
民
党
全
一
敵
前
査
会
・
ハ
H
A
4
vオ
杭
皮

λ

守
い
刈
す
る
小
rpJlR
公
ご
の
一
議
論
に
期
待
い
を
小
け
七
。
小
委
民
会
は
九
月

一
日
に
初
会
合
を
問
3
、
そ
の
J
刑
判
L
H
R
M
川悶ハ治、

ん
同
1
1

一
と
い
う
か
ベ
テ
ブ
シ
談
員
れ
ち
が
、

「
は
由
以
内
γ
c
ι

引
を
引
一
芸
一

F
げ
戸
け
る
の
が
お
同
一
」
、

「
上
限
会
市
札
の
引
き
下
げ
て
借
り
ら
れ

な
く
士
っ
た
え
合
が
ヤ
ミ
全
↑
流
れ
た
も
」
、
）
す
ス
ん
だ
」
と
一
閉
山
金
利
引
ヌ
下
げ
へ
の
以
対
み
を
ふ
T
張
し
た
〉

一
万
戸
、
、
大
塚
拓
、
ー
恥

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

上
限
主
利
の
引
き
h
l
げ
を
、
一
十
弘
し
、

原
稔
と
L

J

h

当
選

は
の
む

r
h説

1

門川たふり」品、

山川
4n
は
激
し
く
対
lv
ーした

金
r 

託

金

融

調
存
会
長
は
記
草
川
仁
川
村
1

v

、
貸
金
町
長
虫
談
へ

Lm中
間
報
生
門
の

三
、
主
U
刊の
L
P

り
ま
と
め
を
リ
析
す
？
と
強
調
？
た
も
の
の
、
党

川
口
で
寄
b

見
が
i
八
主
／
＼
ハ
刀
か

ι
L
い
J

一h
f

め、

詞
舵
！
ば
問
問
難
し
」

η
L
 

3
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そ
れ
に
対

J
、
全
寸
貸
金
業
協
会
淫
O
A豆
、
主
寸
銀
ノ
れ
協
会

r
い
ハ
た
一
品
界
刈
体
も
、
業
界
の
み
一
叩
涯
を
懸
け
て
議
へ
市
に
加
わ
ハ
て
い
た
〉
川2
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小
委
U
H
A
買
に
は
、
議
一
目
以
外
の
関
係
ぢ
も
必
較
的
ι日
山
川
に
山
川
一
一
で
き
る
た
め
、
九
一
志
（
円
b

ー
ら
は
ヰ
有
は
や
代
衣
し
て
祥
Y

山
山
川
町
し
、

こ
こ
の
が
州
め
の
う
ち
は
、
案
作
の
意
向
を
ミ
ノ
け
ど
一
引
市
川
パ
た
ち
が

ιτ
団
必
ず
出
席
す
る
の
一
い
対
ス
金
利
の
引
き
て
げ
一
い
賛
成
す
る
議

見
と
ち
は
所
持
し
仁
ま
ご

E
見
E
述
べ
よ
う
と
は
せ
ず
、
全
川
汁
J

引き
h

リ
派
は
ル
チ
伊
勢
で
あ
一
J

一
た
ラ
子
こ
と
dT都
宮
ら
は
、
ヘ
守
川
河
包
に

、f

あ
ま
h
河
、
わ
が
な
い
一
読
員
に
対
し
じ
も
、

根
本
的
な
鮮
え
に
は
ヘ
レ
剥
い
を
汁
き
ト
け
る
し
か
’
な
川

多
重
債
一
討
の
波
書
の
宇
態
を

J

印
可
L
、

ゲレ

ーと
r
朴ク山、

F
Hい〈棋ロヤ引の？げ川浩に

k
h
手
会
員
た
%
が
小
委
員
会
に
出
向

d

し
て
、

小
委
員
会
い
山
母
ず
る
よ
っ
働
き
市
け
た
、

一ず、内ノ口討に、

一
d
l

〆川
V

μ

中
台

立
J
J

た
発
六
を
す
る
よ
う
に
な
う
た
J
川マ
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常
利
引
当
下
げ
や
求
め
る
ぽ
休
が
、
政
治
ん
か
へ
の
ロ
ピ
「
山
政
を
円
山
に
ノ
付
え
ず
人
の
は
、

u弁
辿
の
力
に
よ
る
／
ご
ろ
が
l
t

ヘ
ラ
い
、

｛J
都
｛
円
ら
は
、

u弁
辿
ハ
仙
1

ノ
）
｝
て
金
利
づ
き
一
h
l

げ
運
動
や
推

J

主
的

5
7こ
考
点
、
討

L

計
、
本
部
内
乱
一
品
川
尚
レ
ゲ
バ
八
め
る
意
見
警
を
叩
火
山
し

こ
れ
以
降
、

パリ

μ
A
q
 

y」
η
乙3
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政
党
ヤ
議
員
に
討
す
ゐ
働
き
か
け
は
円
主
吐
い
か
小

υ
と
な
っ
て
行
J

た
U

実
川
叫
不
部
は
じ
民
党
へ
の
要
約
を
最
視
L
た
っ
山
川J

九
m凶
仇

で戸、、
問

"・ 

じ
方
廷
で
は
、
あ
る
課
題
ー
し
一
勺
い
え
汁
渋
’
令
部
を
つ
、
る
場
合
、
会
長
fl身
が
木
市
長
を
務
め
、
湾
事
も
ん
1
パ
対
策
本
部
の
委

見
い
前
川
ノ
古
川
策
本
部
の
決
定
は
、
地
ん
の
弁
護
之
内
会
長
ご
も
あ
る
辺
事
を
通
じ
て
卒
f
M
門
の
ヘ
ナ
認
仁
い
え
ら
れ
る
。
礼
策
本
部

に
は
特
別
に
予
貨
が
お
ま
れ

品司1
4

川
グ
む
な
対
応
が
は
よ
町
い
な
る
u

対
策
本
部
の
設
者
一
ド
は

こ
の
よ
、
つ
な
利
ム
門
戸
が
あ
っ
と
巳
執
行
部
は

（

J
都
青
ら
の
提
案
を
受
け
入
計

刀
一
六
円
に
山
間
企
利
引
き
下
げ
尖
現
本
部

の
引
な
迂
主
役
約
一
七
。

実
現
本
部
）

｛
心
パ
〉
ハ
ホ
ー

川
」
ん
務
を
仕
巧
ヲ
ム
副
本
部
長
代
行
に
は
yJl
部
買
が
、

事
務
持
去
に
は
新

E
，ぷ

弁
護
ー
が
就
任
し
た
〈

と
い
う
の
も
、

土
八
脱
し
て
い
た
と
長
ム
リ
ウ
政
治
家
へ
の
リ
ピ

i
J出
動
を
打
勺
て
い
た
の
だ
が
、

同
日
目
先
は
只
一
十
党
寄
り
で
あ
る

udん
川
を
あ

ま
り
相
了
に
、
ν
ご
く
れ
な
い
〈

u

か

ν
、
ー
弁
叫
の
安
訴
は
聞
く
て
可
）
む
石
田
明
本
部
は
、
持
地
の
弁
護
i
公
仁
地
ド
ハ
出
仕
の
ド
民
党

ヘ
…
湖
き
に
か
け
る
よ
う
依
和
－
、

J
K
終
的
に
山
氏
以
の
は
ば
寸
べ
て
の
刊
誌
員
？
に
V
－
て
金
利
引
き
下
げ
の
烹
主
を
一
宇
ん
る
こ
と
が
ご

こ
の
よ
う
に
小
委
員
会
で
は
弘
制
強
化
夜
尚
一
品
川
と
消
椋
伐
の
付

υ一
治
敢
1
く
な
っ
た
た
め

同
市
原
・
小
委
託
会
委
百
長
は

ひ
ど
士
ふ

ず
上
川
料
金
刊
の
阿
随
一
一
一
関
上
げ
三

出
村
ハ
論
の
川
に
く
い
川
川
認
か
ら
議
ハ
刷
会
一
牡
止
め
る

P

ご
仁
〕
た
、

i
y
U
（一
f
ノ
い
の
第
州
司
会
合
で
は
、

に
立
法
な
対
底
引
加
を
J

引き
i
げ
る
と
い
っ
た
い
手
へ
似
切
の
強
化
十
、
祇
し
い
恥
り

ν一
仁
な
と
や
禁
じ
る
行
川
伸
税
制
寸
の
強
化
、

貸
金
業
協
会
へ
の
釘
入
義
務
化
な
と
に
つ
い
て
や

Z
が
な
気

規
制
強
化
積
飴
－
A
と
的
極
派
の
対
止
は

刀
汀
一
八
日
に
は
小
火
V

可
制
協
と
述
絡
会
一
長
引
’
川
町
び
か
げ
、
ム
ノ

、い2

ト
散
し
え
を
ふ
官
ず
G

議
院
宇
治

U
会
館

r
一
貸
金
市
栄
の
グ
レ
1
ゾ

1
〆
端
部
山
崎
と
品
仏
軍
利
引
き
ト
げ
を
い
長
現
す
る

MhA代
表
M

首
長
ん
と
が
川
川
か
れ
た
＝
こ
の
集
会
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汁
い
は
・
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宇
・
公
明
－
H
ハ
昨
・
住
民

E

同
氏
新
党
の
川
l

尽
ク
ラ
ス
の
議
員
が
芸
ま
り
、
土
佐
ノ
ド
を
代
表
し

t
笹
森
清
・
…
り
八
分
析

協
会
長
も
棋
拍
泊
一
に
υ

J

ご

そ
れ
に
対
し
て
刻
刻
消
同
州
派
ぷ
は
た
ち
は

店
店
制

E
ハJ

中
門
家
託
沿
い
高
山
貝
が
代
去
世
話
人
と
な
一
J
C
「
い
慨
し
九
十
l

E
を
市
山
さ
な
い
一
一
〈
ム
士
消
世
（
告
主
惚
を
与
え
る
兵
一

会
不
敵
の
健
全
化
を
刈
る
と
l
L

成
し
た
。

金
利
引
き
ト
け
や
総
量
規
消
を
4
7人
せ
ず
↓
し
消
費
芸

ゐ
γ
品
以
U
江
さ
せ
れ
。

4
〉

i
t

L
げ
／

ι
f
t

、「ず
／

l
Eノ

刈
い
い
い
に
い
叉
14
小
委
い
会
は

訴
し
い
土
以
A

常
利
の
水
準
に
批
れ
な
い
ま
ま

グ

L
l
ゾ
l
ン
金
利
い
の
明
暗
d
に
つ
い
て
ん
l
E

L
七
r

I

ハ刀

円
に
は
、
通
去
の
常
り
人
れ
出
版
区
十
値
引
も
ん
パ
め
た
現
在
の
桟
品
な
し
f

－lー
い
っ
た
顧
叱
て
ア

l
タ
を
雪
押
す
ん
V

信
刷
情

報
機
関
へ
の
切
人
義
街
パ
刊
行
晶
、
刊
明
託
J
q
る
憶
に
社
一
旦
も
ん
け
め
た
返
好
総
向
精
の
1
4
叫
を
耗
務
付
げ
る
こ
と
で
も
ん
意
す
る
＝
そ
し
て
六

月
二
じ
は
の
ん
U
ん
か
、
め

グ
レ

1
ゾ
l
J
金
利
従
止
派
の
L

限
金
利
水
山
一
に
つ
い

ら
れ
た
も
の
の
、
議
論
は
ま
と
ま
ら

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

な
かふ－

F
札
口
Y

J
わ
泊
ω
u
d
い〆↓
J

て

ー
；

j
i
l

；
t
し
汀

PW伐
に
は
川
資
い
は
の
上
限
金
川
刊
を
利
主
制
限
法
の
上
限
金
利
水
苧
に
ま
で
引
き
下
げ
る
ん
向
で
調
杭
け

い
一
人
｝
ア
一
」

i

川
徒
庁
ず
い
・
巳
民
党
政
判
刷
会
長
の

そ
れ
で
い
い
ん
｝
ぱ
ゃ
な
い
か
」
と
い
下
つ

↓
じ
が
決
め
L

ず
に
な
っ
た
と
い
う

井
z
－いい

よ
る
と
、
貸
主
尖
怒
一
芯
ム
ム
の
山
向
対
台
d

り
も
佼
弘
一
ー
ν
た
ιえ
で
ま
／
一
め
れ
ば
、
三
一
ノ
f
ア
や
町
山
ノ
3

h

M

h

h

p

合
業
者
の
既
刊
げ
権
揺
を
す

ろ
う
と
〆
て
い
る

L

い
う
批
刊
が
な
さ
れ
る
い
ど
考
号
ん
れ
た
た
め
、
「
既
行
棒
誌
に
す
ち
向
か
へ
改
九
苦
一
こ
い
ろ
イ
メ
ー
ジ
で
す
リ

ー
ん
持
率
を
柿
ふ
寸
し
続
け
え
小
泉
政
穫
に
と
っ
と
、
そ
れ
は
欝

u
l叶
J

コ
た
〆
い
、
司
、
ま
た
引
γ
ナは、

熱
心
ド
fM
治
成
金
Jγ

行
っ
て
セ
ベ
ー
と

は
い
ス
、
仰
い
史
の
、
ぬ
い
J

川崎

h
E全
市
業
界
に
は
、
「
そ
こ
ま
で
灯
政
治
力
一
は
な
か
べ
た
と
も
論
じ
て
い

、f

七
万
円
じ
に
堀
川
山
は
、
「
貸
企
業
引
皮
等
の
改
革
に
閣
す
る
基
＋
的
考
え
む
と
包
ず
る
叩
山
県
三
回
を
発
表
す
る

U

？
で
こ
で
は
第
一
に
、

ゲレ

J

明
治
能
り
を
謡
、

x，Q
貸
付
の
禁
止
ま
強
／
什
規
J

て
化
す
る
べ
主
で
あ
れ
、

律

に

以

を

一
＼
ヘ
ノ
山
ゴ
）
乙
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円
f
比ヨ
l
f
コ
l
p
O
う
百
只
ニ
コ
、
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p

一
ノ
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1
7
4
1
d
l
J
L
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有
1
v

し
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ぷ
F
総
量
判
明
市
を
設
け
る
こ
と
が
与
え
ら
れ
る
と
n
v
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山
さ
れ
た
「
札
に
、

夜
数
心
業
者
に
と
ん
が
っ
て
ん
沢
一
一
人
れ
（
に
い
る
い
紘
棋
を
お
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る
た
め
い
立
安
こ
な
乙
、
法
脅
さ
〈
り
閥
、
い
出
版
、
銀
行
の
空
訟
を
超
え
F
K
E
H
情
誌
機
関
の
相

u河
肢
に
つ
い
て
、
「
中
長
期
的
に
は

一
体
化
、
引
J
V
Z

ま

L
い
が
、
ま
ず
は
（
消
貸
主
公
的
業
界
の
f
m
町
情
報
機
同
で
あ
ム
ど

全
4
4
口
同
時
特
u
h
間
七
〆
タ
連
合
会
へ
の
抑
人
を
義

で戸、、
問

務
づ
け
、
総
枯
へ
料
開
の
出
町
一
認
を
円
能
r
J
7
る
立
国
ッ
、
が
あ

ω

ど
じ
れ
f
～

第
（
に
、
上
明
金
利
に
つ
い

t
は、

uud
主一

J

げ
い
反
日
？
の

し
く
は
作
重
な
念
ド
ん
も
併
記
送
れ
た
も
の

金
利
が
高
い
こ
と
が
返
済
を
到
荘
に
し
、
さ
併
の
た
め
い
引
の
業
者
h
Jり
借
り
入
れ
ゐ

と
い
、
つ

に
上
り
多
目
漬
務
リ
行
滑
訟
が
深
刻
消
化
し
て
い
る
と
い
、
つ
声
ノ
ゃ
、

J
M

～J
山
内
能
力
が
低
い

v自
の
此
H
T
j
人
れ
小
市
要
が
満
た
さ
れ

る
こ
と
は
必
ず
し
も
望
ま
し
い
と
は
（
U

え
な
い

と
い
う
旦
川
川
町
、
品
税
制
い
を
ト
げ
た
一
バ
が
代
只
し
手
仰
の
貸
し
出
れ
ワ
ス

ヘ
貸
さ
ぬ
も
苅
切
）

t

ノ
が
減
る
ー
に
い
う
怠
円
山
が
v九
十
げ
ら
れ
、

「
グ
レ

l
／

l
ン
金
利
焼
け
浅
の
金
創
作
系
γ
一
一
ツ
い
し
は
、

出
廷
法
の
限
全
が
い
を
ね

rp恥
刊
以

法
の
ん
号
利
本
一
一
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
長
λ
；
と
し
て
、
必
要
な
検
討
を
v込
め
る
こ
と
が
厄
ν」
ご
め
る
」
と
レ
う
結
告
が
コ
刊
さ
れ
た
）
貸

金
業
銀
斗
レ
説
会
の
中
間
報
古
に
、
山
f
J

た
約
八
勺
叫
が
巾
H
E
札
た
の
で
あ
る
た
い
に
し
、

利
当
制
限
い
い
の
ヘ
ム
紋
＃
み
に
つ
い
て
は
、

九
五
同
↑

の
制
だ
当
時
か
り
の
初
制
上
昇
を
長
市
二
三
引
き
上
げ
る

F

）し
y

や
、
少
額
・
短
期
の
告
一
レ
付
け
に
つ
い
て
特
例
J
J

白
金
刊
を
認
め
る
こ

と
の
是
非
に
つ
い
て
、
令
融
ιじ
に
さ
ら
な
る
椴
討
を
九

4

め
る
ー
と

701時
り
込
ま
れ
た
政
務
調
F

子
会
昏
設
会
、
総
務
会
し
y
↓
も
、
こ
の
布

h
t
辛口奇

J
示
し
、
こ
れ
や
受
け
て
λ

守
政

h
は、

ヘ
月
山
を
刻
版
と

L
、
見
体
的
な
引
は
設
計
を
行
、
つ
こ
と
に
な
っ

第
六
節

特
例
案
の
浮
上
と
上
限
主
利
引
き
下
げ
p

反
対
論
の
激
化

〕
月
二
じ
ー
に
は
、
口
氏
T

げ
た
円
令
業
小
仁
左
員
会
丹
報
土
門
い
か
山
刊
さ
れ
と
か
り
初
め
て
レ
な
る
、

日
、
回
出
口
の
貸
金
業
を
談
会
が
胡
佳
さ

L
一一
u

f
／
 

十
以
〈
ム
利
川
一

3τ
げ
の
ク
ノ
会
は
す
て
に
決
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、

少
績
で
い
比
問
の
貸
し
れ
υ
け
仁
川
似
て
て
利
ヶ
日
制
限
法
の
以
ム
ペ

引
い
を
よ
阿
る
尚
、
利
い
を
認
め
る
日
例
措
置
の
導
入
ト
つ
い
て
会
λ

却
が
な
さ
れ
h
んハ

に
つ
い
て
は
怒
談
会
の
小
同
議
告
C
も
ん
明

れ
ら
れ
て
お
り
、
は
叉
立
小
委

u’
者
の
議
I
U
T
J
4
u
、
令
日
明
バ
に
検
討
す
る
」
う
水
め
て
い
た
c

全
社
引
う
下
げ
じ
よ
り
ヤ
ミ
ハ
ム
紙
数
百

ir!:Uにぷ学｝位 l日 131) 1:1お〆.ZilI '.i. : .I 



が
急
増
す
乙
ど
い
う
食
会
業
界
側
の
主
一
肢
を
ぎ
J

疋
し
去
る
だ
け
の

い
ふ
Y
融
庁
J
U

日川正の安市
l

弁
に
な
る
の
で
は
な
い
か

期
待

J

、
特
例
搭
…
匝

じ
JM一
ィ
則
し
て
い
た
の
一
γ
あ
る
こ
と
こ
ろ
い
y
m惣
イ
説
会
の
日
原
で
う
一
品
昨
が
、
「
私
間
人
と

L
て
は
、

借
り
ら
れ
な
い
人
か
山
て
く
る
L

い
う

つ
い
、
は
バ
ア

ν
疑
問
が
政
令

L
、
例
外
を
説
け
よ
う
y

ぃ
、
つ
乃
は
例
外
を
設
け
た
途
削

に
そ
れ
が
例
外
で
な
く
な
る
と
い
、
ユ
町
能
止
も
あ
る
の
で
、
て
の
辺
は
朽
当
怯
中
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
に
円
な
い
と
発
汁
す
ゐ

リ
謝
野
は
、
こ
の
ロ
い
の

frmに
行
わ
れ
た
い
本
外
問
符
一
れ
H
H
協
会
で
の
記
者
去
い
ノ
で
も
、

一
以
主
利
引
書
一
げ
品
対
の
立
渇
か
り
な
さ

れ
七
質
刊
に
対
し

九
宍
と
い
う
の
は
私
円
市
議
よ
り
高
い
U

Y
一
「
持
代
の
一
以
金
利
は

見
、
最
初
円
以
停
は
明
治
の
最
初

の
こ
り
一
寺
山
山

心
九
だ

J
J

た
、
主
戸
の
、
千
り
方
に
戻
ろ
う
」
し
r
一
、
踏
み
込
ん
H
h

一
八
ん
二
口
を
し
て
い
た
し
そ
の
た
め
、
こ
の
九
八
日
は
金
融

日
山
ハ
一
じ
土
fd
レJ

な
り
つ
一
、

J

あ
っ

た
も
仰
と
ず
い
ん
け
J
H
め
ら
れ
た
さ
ら
に
的
の
委
員
か
ら
も
、
判
例
措
世
へ
の

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

工
サ
リ
ヘ
町
i
J
員
ド
l
J

、

1
7
H
J
D
1
l
j
l
 

府
河
梢
R
F
を
刊
誌
め
よ
7
と
す

の
J12JH
の
意
見
を
圧
叫

特
例
措
告
を
め
ぐ
YU4誠
一
誌
は
八
円
二
川
！
の
怒
談
ム
で

v

と
こ
り
が
明
l
新
阿
が
、

そ
の
じ
司
円
の
一
一
ヰ
刻
一
小

J

の

ュ、

F
H
J
I

、
同
烹
財
務
い
同
と
令
融
円
が
十
八

7
巾巨費苔ノ一
ι
一
刷
会
佐

γ
コ
ム
に

ιち
入
り
枚
パ
一
歩
一
わ
d

と
転
、
ν
九
J

V

ア
コ
ム
が
融
資
対
人
約
山
際
に
、

日
開
符
に
円
l
L

裂
な
全
日
棋
を
波
さ
な
い
こ
い
う
代
民
会
主
規
制
江
淫
反
干
犯
し
f
凝
い
が
あ
る
1

）
い
う
阿
出
円
、
あ
つ
だ

r

uw～
務
吋
は
者
に
も
ア

J
ム
に
鴻
常
検
f
r
↓
へ
っ
て
お
り

年
の
川
叶
で
昨
ん
の
す
ち
人
リ
検
舎
は
H
ハ
ハ
例
の
こ
と
で
あ
円
た

令
一
一
庁
付
で
は

一川

U
の
懇

談
会
さ
業
界
側
の
合
一
↓
門
会
到

J

込
め
る
た
め
に
ハ
ム
一
臥
川
ユ
一

－
F
l
ク
し
た
と
い
う
ん
々
が
告
力
で
あ
】
た
と
い
う
υ

八
は
二
一
芸
東
川
小
U
F
vグ
ル
ー
プ
の

に
人
円

ζ
お
り
、

井
住
’
N

油
開
い
わ
タ
ル
ブ
の
ブ
円
ミ
ス
と
と
も
に
、
業
界
内
保
守
司
ぬ
イ

、f

メ
ー
シ
じ
司
ら
れ
し
い
ん
巳
そ
の
ア
ゴ
ム
じ
す
り
重
大
な
九
州
山
ム
ム
討
中
及
が
あ
コ
シ
に
と
い
う
就
い
を
付
h
J

せ
る
、
こ
の

υ
ち
入
h
検
k
y
の

ゲレ

二
ょ

l
ス
J
Z
、
マ
ス

7
ミ
各
引
引
は
大
々
日
前
日
市
道
し
、
山
費
者
金
就
に
日
叫
す
る
世
論
の
批
判
を
滑
り

と
こ
ろ
が
金
融
円
以
、
特
削
刊
措
一
角
の
V
K
リ
む
を
山
鳴
り
し
よ
う
と
す
る
八
月

M
U
の

円
じ
は
ド
黙
り
J

同
か
ら

貸
令
菜

γ 

）ー，
' 
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,,ii 

制山反村
J

の
改
正
に
肉
1
る
基
ぶ
的
M
Y

？
え
方
の
校
討
状
討
に
つ
い
て
ユ
い
う
べ
パ
7

九
J

提
出
べ
C

札

p
c
ぞ
と
で
は
、

1

個
人
向
け
は

ルア

JW
－
続
問
、
山
事
記
者
間
川
は
手
形
決
済
L
J
Y
の
運
払

ptふ
り
町
一
い
別

υ一
ど
と
い
っ
た
特
例
案
の

H
向
性
が

て
い
え
ご
J
南
北
J
Q

巾
、
込
日

。〆ノ。

ii!~ jに；；，学j 位 l只 136) I '.128〆.Zill'.i

で戸、、
問

来
ヤ
閣
僚
の
答
弁
作
り
や
だ
闘
的
に
行
う
の
は
課
長
補
佐
て
あ
り
、
空
談
会
で
用
い
る
事
務
局
側
の
資
料
も
、
打
数
人
の
課
長
補
伶
の
う

f：ー
グ）

人
が
作
成
し
て
い
た
っ
と
こ
与
が
、
一
の
パ
パ

i
は
説
長
補
佐
た
ち
が
作
成
し
た
ち
の
ご
は
な
く
、
彼
ら
ty
中」
U
、

色γ万
一ァ

'" と

す
で
に
机
の
一
に
苫
カ
れ
可
い
た
と
い
つ
れ

そ
の
た
め

こ
の
ペ

l
パ

は

金
融
日
の
？
層
部
に
よ
り
九
段
さ
れ
J
I
h
の
と

国

γり
仇
川

事
務
同
友
は
五
年
闘
の
持
飢
措
置
と
し
亡
、

新
制
の
惜

hdTに
対
す
る
少
獄
・
知
関
の
山
白
山
に
つ
い
て
は

h
r
m〈
ム
利
引
段

を
訟
げ
や
ふ
と
じ
て
い
た
さ
ら
に
ド
務
ロ
サ
案
は
、

社
且
批
限
法
が
最
後
に
y

円
以
正
さ
れ
た
崎
町
－
九
午
以
点
、

立
川
沿
訟
に
な
っ
て
い
る
物

仙
十
円
引
を
吾
佐
い
し
、
利
息
制
限
f
い
の
金
取
い
円
分
ふ
引
3
1
一
げ
と
ご
と
も
盛
り
込
ん
℃
い
た
共

υ

俗
的
に
は
、

ハ）わ

vnま
ご
は

一
ひ
っ
万
円
ま
ぜ
は

A 

" ／り

つ
つ
心
円
以
上
は
一
五
%
l
y
v

つ
U
U
去
を
、
王
い
い
の

τ
l
O
万
円
、

立
つ
つ
万
円
に
川
引
き
げ
る
k
い

下
つ
の
で

λ
十
件
什
ば
阿
部
｝
1

叫ん五の
E
H
V一
で
、
奨
ヲ
行
を
保
f
れ
す
る
と
め
で
は
な
く
、

ι
川
り
テ
ハ
J
Rら
な
い
上
う
に
す
る
措
置
i
r
f
J
て
、
特
例
を
検
釘
す

る
2
4要
が
あ
る
一
説
明
｝

J

と
r

け
れ
〉
も
長
員
ら
は
、
総
7
い
て
特
例
案
に
否
定
的
で
あ
つ
み
J

C

ツ
て
れ
ま
で
中
止
内
な
す
場
を

r
っ
て
き

た
池
尾
和
’
A

了
…
芝
居
Z
拭

A4λ
心
斗
十
数
校
一
～
す
ら
、

1

周
期

の
明
司
と
し
、
半
年
ヤ

可
を
A
Z
一
回
に
値
い
て
い
炉
心
！
宇
務
局
烹
に
対
L
、
「
給

料
円
い
の
河
川
前
の
倍
h

川
入
れ
な
ど
が
川
司
パ
ハ
バ
に
こ
っ
、
の
同
期
の
イ
メ
ー
ジ
マ
一
、
「
々
週
刊
か
ら
ド
古
く
て
も
一
カ
月
だ
ろ
う
と
反
対

青
白
ノ
を
郊
べ
た
っ

J
プ

ザ

パ

少

し

て

参

む
L
C
い
た
J

十
祁
｛
円
以
、
「
与
謝
門
大
目
、
も
反
対
の
槌
同
円
の
紫
一
百
余
し
て
い
る
の
に
、
ド
八

距
の
発
↓
u
l
l

い
う
の
は
そ
ん
な

γ
軽
い
の
か

F
強
く
反
発
し
、
こ
れ
に
は
人
森
も
、

む
と
上
り
わ
れ
わ
れ
が
天
山
内
発
言
を
な
川

カ
し
ろ
に
す
ゐ
は
ず
が
な
く
、
行
玲
宮
と

L
て
の
良
心
を
も

J
J

て
兵
剣
山
検
辻
し
て
い
る
と
強
〈
一
円
入
一
詰
l
一
た
ー
令
官
山
区
分
の
引
き
一

げ
に
つ
い
て
も
、
委
員
た
ら
ほ
次
ム
Y
J
反
対
訟
や
述
べ



人
す
訴
は
ー
汁
ム
の
ヰ
T
志向で、

利
忠
制
限
法
の
全
額
ば
↓
ノ
刀
の
い
町
山
手
｜
げ
に
つ
い
と
は
、

と
も
じ
「
政

少
額
・
い
’
期
の
特
例
会
利
制
皮
f

、

議
上
宝
ん
陪
じ
各
巾
す
だ
と
い

7
日
山
い
と
、

法
案
を
山
間
i
d
さ
T
7
2
J
め
に
必
小
え
だ
と
レ
う
弓
い
で
派
快
一
一

な
っ
て
い
た
？
こ
説
明
し
デ
、

い
ぬ
「
ま
ず
、
少
料
開
・
短
期
の
れ
阿
川
金
利
制
唆
に
つ
一
い
て
は
、

i
川
県
金
利
の
引
主
一
同
げ
て
貸
し
て
は
い
け
な
い
人
に
貸
せ
な
く
な
る
の

は
望
ま
し
い
一
一
と
だ
が
、

典
出
的
に
は
、

γ
ル

カ

ワ

l
c
賃
貸
住
／
れ
に

n

貸
し
て
は
い
け
な
い
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
人
允
ち
、

み
回
会
煙
山
保
険

γ
抗
人
し
て
い
る
人
た
ち
が
、

そ
の
日
同
宇
だ
け
で
貸
せ
な
い

れ
、
急
に
借
り
入
れ
が
で
き
な
べ
な
る
の
は

望
ま
し
く
な
い
と
考
え
た
と

l
て
い
心
。
ま
れ
二
何
会
で
は
、
例
外
を
つ
く
つ
に
け
し
か

ι人
ー
と
い
与
よ
町
、
同
州
れ
も
な
く
引
戸
下
げ

一
品
叫
ん
は
の
ド
用
収
新
在
招
〈
も
｝
と
や
」
懸
念
す
る

ら
に
い
え
ば
、

恥

～
J

ば
り
引
げ
は
望
ま
し
く
な
い
と
設
品
を
ふ
り
出

L
に
戻

J
q
）川一一に
J

の
ほ
う
が

二
一
、
｝

千
人

L

L
、
＼

て
こ
で
「
止
す
咋
の
山
市
山
川

さ
ら
に
は
意
欲
J

？
っ
判
然
と

L
な

引
く
働
く
の
で
は
な
レ
か
と
も
忠
え

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

ぃ
、
新
た
な
枯
れ
り
手
に
け
し
て
は
、
「
一
定
の
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
を
来
せ
て
や
ら
な
げ
れ
は
供
給
さ
札
な
い
よ
じ
、
つ
論
理

〉
、

ー～

M

、LV

五
民
間
の
時
限
措
邑
ー
と
1

J

午
、
布
た
な
保
け
予
約
み
を
汁
仏
本
f
v
、
伝
M
M
伯
浦
、
ン
ス
テ
ム
に
よ
る
れ
M
Eれ
理
を
条
件
仁
し

討
期
の

舎
利
J

ヤ
ぃ
引
当
下
げ
る
の
で
あ
わ
ば
、
～
ム
相
川
分
の
引
卜
げ
こ
セ
y
ト
C
笑

p
w
dる
の
が
、

特
例
公
利
制
反
三
同
様
に
、
,,, 
L人

策
c 

vア、、
' " 
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特
例
今
利
制
市
一
え
を
誕
人

E
ざ
と
主

J

2

ん
だ
と

v
う
の
で
あ
る
v

次
に
、
利
門
店
制
以
仙
の
ん
一
土
問
己
分
の
引
え
げ

J

に
つ
い
て
は
、
「
卜
臥

ず
い
立
戸
ν
円
い
段
階
か
ら
あ

J
々
の
で
貸
与
一
V
古
川
懇
説
会
の

法小ポムヤ山川
yHι

こ
せ
る
た
め
に
も
必
要
で
は
な
い
か
と
い
、
つ
思
い
は
、

明
刈

「
吐
ハ
ん
を
交
け
J
L

業

E
寄
り
に
ふ
久
化
U

L

「
」
な
こ
〆
い
わ
れ
た
が
、

市
白

Z
4
1

い
も
明
記
さ
れ
て
一

コ
J

、

t
f
 

そ
ろ
司
、
は
な
い
と
し
て
い
る
「

そ
う
し
た
与
え
か
ら
、
内
臼
判
什
現
法
が
「
知
～
品
川
に
改
7

肌
気
れ
た
昭
利
二
九
刊
以
点
灯
物
悩
L
L
H
η

な
ど
を
勘
案
し
て
、
金
額
区
一
ヤ
J
f
i
併
に

、f

引
き
ー
げ

し
た
の
だ
、
ー
と
い
う
巳
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
法
科
関
係
者
な
ど
か
ら
、

ι
v
y
H
明
・
汀
川
阿
川
将
杭
よ
り
も
強
い
え

ゲレ

対
が
あ
っ
た
れ
と
い
う
の
も

た
い
て
い
の
併
り
手
は
引
か
円
（
ノ
万
円
以
L

二
ヘ
ひ
じ
川
円
未
満
の
布
令
官
り
て
お
り

を
行
h

つ
場
九
、
札
忠
配
限
法
の
十
開
閉
で
あ
令
八
先
一
C
計
算
し
曲
し
て
き
だ
の
ゼ

：
の
宅
ど
と
札
口
万
円
ま
で
は
二

Cvmur
刊
以



,,ii 

会
利
と
な
っ
〈

ν
ま
い
、
，
L
H
H
的
な
利

l
げ
に
な
っ
こ
し
ま
う
か
ム

C
あ
っ
た

J

こ
の
た
め
十
な
い
は
、
弁
誌
や
司
法
書
r
f
y

い
っ
た

こ
れ
ま
で
心
銭
司
だ
と
守
三
L

い
え
人
七
か
ム
出
と
向
か
っ
て
詰
切
リ
き
呼
ば
わ
け
主
れ
る

」
ど
に
ふ
弘
リ

「
や
れ
や
れ
と
い

で戸、、
問

っ
J

一
丸
サ
ー
し
一
な
っ
＃
こ
い

こ
れ
に
討
し
井
手
中
平
は
、
特
例
持
問
の
昔
話
人
レ
八
斗
硝
hu
い
分
戸
山
主
［
げ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
つ
す
な
わ
ち
、

ー
こ
の

l
、
了
で

γ符
杭
情
書
ど
利
息
山
叩
ョ
川
出
法
の
金
一
端
挑
み
の
ホ
／
克
を
盛
り
込
ん
だ
よ
？
系
ば

mm
ま
っ
て
い
h
J
n

こ
れ
い
り
は
、
貸
ヘ
レ
栄
町
か

円、パ
J

ブ
を
持
ヲ
一
口
氏
立
の
一
山
治
家
や
八
市
町
…
リ
の
十
川
居
祁
に
よ
っ
て
骨
人
キ
」
迫
ら
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る

c

え
ら
に
こ
の
案
は
、

人
と
し
て
で
も
法
家
の
成
立
を
也
り
わ
い
八
森
に
と
、
て
J

れ
つ
飲
め
な
い
引
寸
は
な
か
コ
た
〈
業
界
の
、
ド
ナ
張
γ一
一
広
い
考
え
を
村
つ
川
口
民
党

の
有
川
一
一
政
治
都
千
円
h
L
も
何
が
し
か
の

T
析
を
ね
と
せ
な
い
し
」
、

せ
f
J

か
く
決
ま
り
か
り
γ
い
る
出
資
法
の
L

限
金
利
引
き

I
げ
と
L
、っ

恨
供
i

ま
パ
仁
折
ら
い
で
し
ま
、
v
カ
ね
な

L
と
の
危
民
hv
あ
っ
た
ー
刀
ら
だ
」

と
い
う
の
も
、
山
口
民
党
総
政
選
が
九
月

ハ）川リド戸山地
f
J
d
t
L

円相

り
、
大
お
り
は
新
政
権
uy
充
足
υ
て
主
判
長
由
化
読
者
が
金
融
お
当
大
院
に
就
任
す
る

F
I↓

、
い
十
九
九
体
的
に
注
べ

Q
ト

y
－

安
治
苛
政
権
が
へ
ん
一
ハ
止
に
～
場
合
、
貸
金
υ
宋
に
間

ν
て
も
山
川
崎
制
緩
和
品
川
合
と
之
、
知
ら
才
て

J
I塩
崎
恭
久
山
常
設
院
予
防
院
が
え
紙
記
斗

大
臣
に
就
任
す
る
確
室
が
高
い
f
A
守
政
い
り
は

1
1
ド
た

r

そ
こ
で
t
八
一
み
ら
は
、

判
政
佐
川
斗
え
ま
で
に

l
限
金
利
引
き

l
げ
を
既
成
事
長

化
し
？
で
勺
三
位
っ
こ
い
ナ
と
い
う
の
で
あ
る
｝

一
万
で
大
森
は
、
品
刊
行
的
」
特
例
烹
は
列
挙
を
得
、
ー
わ
れ
る
と
考
え
て
い

t
？
こ
い
う
（
）

い
う
の
も
懇
談
ん
示
、
の
特
例
案
へ
の
反
対
論
の
1
、
半
は
、
例
外
的
な
前
八
ム
刊
で
J

川
川
村
か
ら
も
借
金
を
重
ね
れ
ば
、
い
わ
引
安
上
、
ム
ー
と
川
じ

に
な
る
と
い
、
っ
白
れ
い
い
上
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
欣
値
い
は
、
抜
け
也
一
J
R
r

－
引
さ
な
い
よ
う
な
制
度
を
作
る
こ
と
ご
克
坂
で
、
さ
る
レ
一
考

一日

ス
て
い
た
か
ら
で
あ
る
の

定
問
ぬ
の
と
こ
ろ
、

μ民
党
十
金
融
庁
層
部
の
介
人
が
あ

J
J

た
か
と
う
か
は
小
刊
で
あ
る
G

し
わ
ず
し
ハ
ず
れ
仁
什
一
」
、

剣
山
刊
晋
を
強
行
し
よ
う
と
し
た
背
景
に
は
、
双
変
一
戦
花
刊
君
ー
に
し
て
必
裂
と
さ
れ
る
し
仁
い
う
政
策
の

m
m
（
作
為
退
京
」
の
同
泣
」 ' ＇，，ム

ir!:Uにぷ学｝位 l日！お1 I '.i:Jυ 〆.Zill'.L: .I 
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だ
け
ご
は
な
く
、

規
制
的
化
出
持
派
の
反
い
川
を
州
、
ぇ
、

改
1
H
案
の
円
沼
な
川
政
げ
を
阿
る
と
い
う
孜
ム
川
｜
一
ハ
一
理
出
も
あ
っ
た
こ
y

は
伴
古

お

〉

｝

一

げ
に
」
ぷ
フ
《

叩
恕
談
会
で
委
員
L

か
ら
の
お
い
反
対
に
直
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

八

日

八

I
に
金
制
庁
は

斗
民
賞
金
一
郎
副
査
会
長
ら
少
紋
の
リ

民
党
国
会
ぷ
員
に
刈
し
、
－
H
例
t
f
｝
ヘ
ハ
め
た
素
案
み
一
非
ド
ハ
円
寺
山
に
提
出
す
る

J

汗
例
案
の
中
は
は
、

i
U人
土
利
引
き
T

げ
ム
パ
’
ら
れ
甘
秤
山
内
一
の

移
行
4

仙
沼
と
｜
一
亡
、

E
人
ぺ
川
け
除
去
に
測
し
て
は

恥
資
叫
補

地
済
問
削

7
1幻
内
、

パ
U
U
A
円
ま
ご

正
行
は
「
返
済
期
制
作
叩
以
内
、

織
の
バ
額
一
九
つ
万
円
ま
で

ト
つ
い
て
は
間
判
的
に
高
金
利
？
認
め
る
、

事
業
省
内
、
げ
一
融
資
は
し
山
済
関
山
（
一
力
行
、

十
…
資
額

h
G
O万
円

ま
で
に
つ
い
て
は
例
外
的
に
同
企
釈
を
訟
め
る
と
い
う
も
の
で
、

拒
人
伝
り
の
日
咋
加
れ
ず
い
つ
い
て
は

案
の
う
ち
、
と
む
ら
を
託
制
ず
る

か
は
子
売
の
政
治
山
川
一
払
に
委
ね
る
し
r
一L
与
も
の
ご
あ
っ
た

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

こ
の
特
例
ハ
ゲ
ベ
に
対
し
り
は
眼
川
川
欧
務
一
じ
は
、
一
科
阿
川
ル

h
t税
庁
の
ヒ
震
部
か
、
待
費
者
金
融
長
界
の
立
を
没
け
た
ー
一
民
党
の

部有ー一

に
［
四
肢
と
J

証
拠

r
h
一J
わ

ν
本
当
に
特
例
が
状
府
案
と
し
て
川
さ
れ
た
と
き
仁
は
、

政
的
い
ど
を
川
町
任
す
る
」

l
y

ど
ん
右
法
案
で
も
高
一
ら
な
け
れ
ば
治
昧
が
な
い
へ
「
一

と
、
反
論

L
L

パ一

か
か

取人法羊JG2 (" : :rnl I.日I'2U Ll 

十
萩
維
子
・
信
用
制
変
参
事
t
R
h
t
7
山
長
械
佐
も
特
例
才
、
に
お
げ
は
出
品
川
｝
ス
［
八
森
に
日
一
弘
刊
に
及
ん
ど
代
〕
か
「
八
森
は
、
一
民
事
一
玄
過
す
た

め
に
は
何
か
し
ら
主
界
側
に
も
花
帝
持
た
セ
て
如
、
ら
な
い
こ
い
け
た
v
い
と

γつ
こ
と
だ
、

「
お
占
は
パ
ー
か
つ
て
な
い
ο

俺
た
ち
は
法
衣

や
げ
汁
す
こ
＝
が
什
事
な

L
日
～

州
市
〕
ら
れ
、
ド
へ
き
な
此
謹
一
七
千
」
呼
ん
た
コ

へ
い
心
一
口
一
円
に

I
L
Y生
は

1
L
Eぷ
買
を
珂
主
、

者百
｛ 

円
吉？

？？ 
WI 
if 
やこ
2勺／ナ】
J;J＇ 一

< 1＇年
J札例
じ：1 ：全
＇~ ＇ょ
た日lγ

' J、
I 

特
例
案
仁
強
ノ
、
反
対
し
た
。

ヘ
ヤ
防
庁
案
は

員
全
業
法
の
公
r
ぬ
か
ら
ぬ
れ
ま
ご
い

宇
都
宵
は
次
の
よ
う
主
考

χ
か
ら

、f

現
状
を
地
狩
f
る
許
予
期
間
が
一
年
、
品
川
の
後
に
符
何
一
府
間
が
最
長
で
ん
凡
作
ー
に
な
る

F
い
う
も
の
ご
あ
る

U

す
な
わ
ち
、
法
改
正
カ
ら

ゲレ

川
山
午
聞
は
グ
レ

l
y
l
J
A
r利
が
出
佐
さ
れ

さ
ら
に
そ
の
品
ほ
の
九
年
ー
川

伊
十
八
到
の
品
ヘ
オ
引
い

umV4守
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
一
L
L
Z

つ
f

い
｝
｝
↓
ノ
全
失
判
の
子
刊
弘
、
客

r
f放
さ
な
い
と
め
い

1

借
り
陥
耐
え
を
繰
り
…
返
さ
せ
、
支
紅
白
川
に
わ
L

だ
り
高
八
千
釈
を
徴
収

L
続
け
る
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乙

Y
つ
も
の
で
、
こ
う
す
る
と
容
は
一
冗
志
の
沼
併
は
で
き
ず
に
利
息
ぽ
か
り
支
払
わ
さ
れ
る
戸
一
〆
に
な
る

ま
み
／
高
一
口
、
三
夫
告
も
、

ι
河
川
場
の
つ
な
吉
一
資
公

資ふ
7
p

の
需
阜
、
が
な
く
な
っ
た
～
k
もハ
1
Z仰
は
忠
之
「
さ

t
ず
に
、

を
う
r

い
J

人
い
ず
に
各
を
到
一
読
L
t
お
き
右
か
ら
、

で戸、、
問

子
川
心
的
切
り
返
し
て
γ
反
復
し
と
容
を
桁
金
活
け

μ
L
て
い
た

つ
ま
川
、

1

少
釣
‘
開
閉
で
あ
っ
て
も
「
多
額
・
長
期
一
に
没

コハ
9
Q
P
一
と
は
可
能
だ
と
い
う
の
で
あ
ゐ

と
こ
ろ
が
は
界
で
は
、
八
森
の
読
み
還
り
、

L

限
令
利
引
き
げ
に
反
対
づ
る
設
さ
が
強
ま
一
勺
て
い
た
だ
u

回
会
の
な
い
八
戸
一
い
い
旧
安
ナ

コ
メ
ご
り

区
い
伝
っ
た
ほ
り
パ
混
た
ち
は
、

L

一
段
金
利
引
火
い
下
げ
に
比
対
す
る
旭
川
貸
ヘ
ベ
芸
界
持
係
者
た
レ
り
か
ら
、

日
一
、
訟
恥
敗
売
を
〆
打
、
つ
中
小
西
h
ー
な
ど
の
長
ま
り
寸
あ
る
円
本
高
山
連
盟
（
円
高
連

J

や

U
本
専
門
U
A
H
辿
山
川
ヘ
日
商
J

速
」
も
、

全
利
引
き
h
j

！
げ
に
し
此
対

L
た

全
川
各
地
の
傘
ド
i

h

あ
る
相
ム
寸
が
仙
叫

2

に
川
先
行
し
て
い
る
ク
レ
ジ
ツ
ヘ
カ
1
戸
の
キ
γ

け
は
函
連
は
、

シ
ン
ゲ
が
総
取
扱
丙
の
二
割
院
を
｝

J

め
て
お
り
、

上
限
主
利
が
つ
%
ま
ご
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
、
約
九
匝
苅
の
組
合
が
赤
字
い
陥
る

と
の
試
詳
を
発
支
し
て

円
専
渓
も
同
似
の
＋
張
を
行
っ
た
山
一
巨
体
は
カ
I
1
J

一
業
仁
川
一
バ
サ
ソ
と
が
替
を
少

ν

日
比
対
九
町
古
展
開
し
た

で
も
穏
和
で
主
一
心
よ
λ

、
ハ
ノ
額
結
期
泊
資
に
対
ト
q

る
特
例
措
早
世
を
求
め
た
の
で
あ
る
ハ

地
ん
の
高
出
札
は
一
μ民
党
に
f

っ
て
州
H
J毛
て
あ
げ
事
烹
マ
ン
、
J

の
つ
引
あ
り
、
開
政
選
お
で
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
一
ω、
担
方

説
会
主
る
と
一
仮j

－
め
こ
ゑ
割
安
な
校
訓
キ
ほ
一
う
と
考
え
ら
れ
て
い
た
一
、
そ
、
で
烈
務
肖
は
、
消
費
税
不
ヲ
さ
上
げ
を
ノ
む
つ
際
に
は
た
ん
の
拘

府
ハ
街
の
一
円
一
宇
佐
円
い
る
こ
こ
が
沢
定
的
に
重
県
だ
こ
考
え
て
い
七
「
金
政
一
守
に
は

↑
っ
し
：
綻
ぶ
l
同

J

r

v

F

H

f

 

旧
ド
八
蔵
山
右
）

上
一
税
局
に
在
籍

L
仁

て
じ
泊
連
な
〆
十
院
に
回
し
、
間
安
税
。
ヘ
引
さ
上
げ
を
知
山
、
っ
対
法
古
の
足
を
出
っ
張
る
こ
と

は
泣
け
た
い
し
」
い
つ
E
U
J

叫
も
あ
コ
た
い
に
い

7
H

い
と
幹
部
も
多
J

＼
貸
金
就
業
況
叫
の

こ
れ
に
切
え
て
れ
資
系
小
川
燥
機
川
も
、
反
刈
逐
動
を
反
問
し
た
。
当
ム
汁
の
日
本
の
ん
J

利
凱
引
は
ヨ
！
日

y
パ
よ
り
も
緩
く
、
ま
た
け

木
の
市
有
者
金
臓
の
夫
別
会
仇
恥
い
は

ア
メ
ワ
ヵ
hi山
門
じ
の
山
由
到
汗

r

一
げ
小
刊
日

1
ン
の
尖
効
金
利

（一口
%
m
F）

よ
リ
も
ー
両
か
っ
た 8! 
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こ
の
た
め
外
資
系
A

一
融
機
関
は
、

リ
本
の
消
費
芸
会
融

の
同
ν
一
」
に
匙
か
れ
一
、
叫
市
八
祢
的
じ
い
た
診
人

L
て
い
ふ
／

ア
メ
リ
カ
の
卜
人
♂
下

金
融
機
河
の
～
ノ
一
ブ
J

川、
J

ケ
は

一ヘノ一ハ＼（
J

咋
に
注
大
手
の
消
費
昔
金
融
会
会
一
ア
イ
ノ
ク
つ
7

イ
サ
ン
ス
と
消
持
者
金
融
会
人
と
f
イ
ク

ゃ
、
↓
コ
ロ
一
一
一
仁
は
消
世
（
告
主
間
会
バ
ー
コ
一
マ
ン
ト
ラ
イ
フ
を
じ
収

L
、

。f
ノ
年
一
い
は
そ
れ
ら
を
仁
vrγ

人
し
統
合
ノ
た
υ

こ
う

し
と
経
緯
手
工
J

ど
っ
て

c
y
v
dは、

mm
資
残
高
ご
は
上
山
町
大
子
大
社
の
、
つ
も
凶
眠
、
や
だ
っ
た
一
作
出
山
川
町
政
を
抜
ノ
＼
胤
町
一
に
ま
C
以
人
し
て

3

一一
u

l
v

／
 

戸に～
E
」
社
の
了
会
社
G
E
す
ン
シ
ユ
マ

l
e
ブ
？
ノ
ナ
ン
ス

力
ー
の
ゼ
、
不
一
ブ
ル
・
エ
レ
ク

t
パ
ノ
ゾ
ク

C
E
C
F
）
も

九
九
八
年
に
は
消
表
者
金
融
会
社
レ
イ
ク
を
口
収
L
、

融
資
残
高
ず
は
＝
vパ
信
棋
を
凶

C
F
1
1と
同
怖
に
、

ヲ

U
U
Y
4
v
一
二
一
尚
之
I

J

f

l
」
ミ
ヘ
〕

一；フ
h
J
t
f
j
l
一

L

J

ν 
~ 、
ルコ

ア
づ
ン
ド
の

U
l
ン
ス
タ
ー
も
、
中
日

r
川
費
者
全
般
会
村
γ
エ
ル
を
買
収
［
て
い
と
u

同刷、叫ん

て
玖
米
の
八
令
机
政
問
、
マ
企
業
ド
千
金
、
投
与
J
7
7
シ
ー
は
、

日
本
的
消
費
省
主
歌
会
引
の
株
式
を
ト
ハ
パ
呂
に
侭
有
し
げ
l

お
り
、

武
富
ム
ト
マ
F

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

イ
フ
ル
の
株
式
の
二
｛
匹
到
は
7

メ
リ
カ
系
の
収
資
y
ヲ
イ
ヘ
ー
か
保
有
す
る
な
と
、
上
場
ト
八
千
d

川
村
刊
の
外
同
人
持
ち
株
比
T
ー
は
が
十
均
ご

五
剖
を
超
え
て
い
；
J

V

武
ム
同
士
の
！
大
株
主
で
あ
る
瓜
川
保
雄
叫
会
長
が
A
A
E

恥
事
刊
で
ム
吋
lt
判
決
を
支
げ
、

り
、
そ
の
批
判
ち
へ
い
ん
の
株
n
パ
葬
一
民
日
じ
な
け
れ
ば
な
ら
L

以
く
ご
〉
た
時
に
は
、

九／

ノ

ゾ

ク
ス
が員
長幸

次業
に；JI,
町市i
J二「J

と剥

よ

こ
の
一
で
つ
に
ゴ
ふ
の
お
世
主
主
調
に
利
？

ヒ
阪
へ
帝
利
引
き

l
げ
に
反
町
す
る
み
J

め
、
「
政
財
卯
松
山
山
」

で
「
外
川
一
を
か
け
た
〉

。。ァ
y叶

円
に
山
け
さ
礼
た
「

Uυ
へ
抗
制
改
萱
お
よ
び
抗
争
攻
策
イ
ニ
ン
ア
一
y
ィ
ブ
に
志
コ
く

urA寸

政
府
へ
門
主
司
政
府
安
望
き

で
は
、

ノ
〉
パ
、
／
ク
金
敢
に
つ
い
て
、

消
宜
主
や
中
小
h
h
業
に
対
す
る

E
L日
け
を
拡
大
さ
せ
る
ナ
め
、

グ
レ
ー
ィ

i
ン
公
判
の
法
特
有
効
件
を
ほ

υ
さ
せ
る
よ
う
い
本
的
vt
い
る
J

C

本
円
将
向
協
議
会
（
U
ヰ
と
明
日
印
が
涼
い
ド
呂
企
業
絞
れ

、f

の
団
体

J

出
欠
A
R
法
Lr一
利
息
杭
限
法
の
1
v
h下
合
を
な
く
す
に
は
剥
γは
制
限
法
の
利

T
乞
引
3

に
k
る
「

C
C
六
年
政
策
提
口
一

一一、
ι
恥、

ゲレ

げ
る
こ
と
が
最
古
円
で
あ
り

、
少
な
J

と
も
中
司
令
業
脱
却
法
を
改
正
し
て
、
ゲ
レ

I
ゾ
l
〆
の
利
息

グ
レ
l
ソ

シ

の
混
付
請
求
を
よ
小
際
J

疋
な
更
旧
同
に
す
べ

3
で
な
い
と
い
う
、
張
が
山
町
己
5
れ
だ
ん
ハ
ハ
本
匡
高
じ
え
談
一
川
も
、

仏
軍
杭
川
引
き
ト
げ
に
反
対

日え人法羊j位内：:: : ) I :m '2U t:l 
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す
る
よ
へ
政
市
ヤ
守
党
に
働
誌
か
け
て
い
F

F
ご

八
月
八

U
に
は

ア
メ
）
カ
の

日
削
除
川
川
一
々
と
記
で
構
成
す
る
業
界

H
体
て
あ
る
7

ノ
7

イ
！
？
〆
ン
ヤ
ル
・
サ
｝
し
じ

γ
ズ
・

で戸、、
問

ブ
「
！
？
ム
が
I
J
謝
野
金
一
限
叩
J

中
」
；
ヘ
市
い
、
司
ヒ
く
大
手
の
銀
行
や
泳
険
会
社
な
と

ヘ
ー
に
ひ
引
は
で
構
成
す
る
フ
j

イ
「
ン
ン
ャ
ル

サ
に
一
ン
ズ
a

ラ
ウ
ン
ド
テ
i
ブ
凡
が
ト
山
日
以
円
以
一

に、？を人

f
ヘ
ッ
シ
ブ
γ

ン
ド
の
代
表
詰
の
集
ま
れ
ご
あ
る
マ
ヌ
不
i
ン
ド
・

ブ
ア
J

卜
。
マ
ソ
、
ン
エ
シ
コ
／
カ
一
ア
ノ
モ
シ
・
ア
ダ
ム

n

ス
弘
司
務
省
次
戸
口
「
向
際
時
過
川
相
当
＼

仁
、
そ
れ
そ
れ
意
見
舎
を
訳
山
し

た
れ
そ
の
肯
白
川
心
主
日
は
す
べ
て

一
段
金
利
は
川
場
メ
カ
一
一
ズ
ム
で
沃
屯
さ
れ
る
の
が
望
ま
し

F

＼
引
き
ト
げ
は
ヤ
ミ
主
戒
を
治
三

さ
せ
る
と
し
て
、

日
木
政
町
に
川
什
考
争
促
7
も
の
で
あ
っ
た
し
巾
に
は
、
「
そ
の
よ
う
な
法
改
正
が
な
さ
れ
れ
ば
け
本
山
場
そ
の
も
の

が
投
’
弐
対
象
レ
／

1J
て
述
刀
の
な
い
も
の
と
な
り
、
待
究
計
八
帝
同
部
以
外
的
で
ク
タ
ー
で
も
長
r
吹
を
減
ら
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
」
と
宮
川
口

す
之
も
の
も
あ
っ
た

3

米
則
務
官
な
ド
ア
〆
リ
h
e
政
出
川
山
市
か
ら
も
、
外
務
古
ね
財
務
省
に
対
し
て
は
様
の
ド
ド
汀
が
か
り
h

れ
た
k
い

う
～
ン
テ
q

パ
ン
ク

h
G
E
は
上
限
主
利
引
ぇ
下
げ
反
対
の
斗
ピ
；
情
動
を
民
間
、
リ
木
氏
人
の
役
員
た
ち
は
議
戸
、
品
目
的
な
と
に
も

一｝入
j

－RJ

7
7
2
Z
 

こ
う
υ
た
川
則
非
に
μ
円
二
に
令
融
円
特
祁
た
ち
は
、
ー
ム
日
川
で
一
じ
分
た
ち
が
活
門
川

J

て
J

る
公
判
二
〈
ハ
〉
%
台
花
半
）

ゃ
開
聞
に
上
げ
て
か
く
一
百
え
ん
ん
も
の
だ

こ
「
司
会
ひ
そ
め
て
い
た
こ
い

こ
う
｝
た
ア
メ
j
カ
政
財
界
の
反
却
設
ハ
比
に
い
り
縄
問
さ
礼
た
の
か

内
民
党
内
の
以
対
パ
川
に
妥
渇
1

ル
の
か

そ
れ
と
も
金
融
J

の’同

僚
に
説
得
一
き
れ
た
の
か
は
定
地
で
は
な
い
も
の
の
、

特
例
本
に
割
判
的

fcら
れ
た
う
市
腎
は
八
「
j
e

立

F
内
記
者
会
見
守
、

声
を
守
什
認
す
る
考
λ
を↓
J
T
すっ

7
市
野
は
特
例
案
ト
つ
い

ι
「
究
一
己
政
治
坊
に
刈
制
す
る
の
だ

2
固
い
う
一
と
述
ず
＼
、
金
融
け
の
事
合
刀

チ
か
ば
っ
一
た
も
の
の

マ
人
｝
ミ
は
人
L
4

怯
庁
へ
の
批
判
を
始
め

九
月
汗

U
に九
J

鯨
寸
は
法
務
お
と
レ
ぐ
も
円
、

μ「
山
立
全
地

M
K昨
会
笠
企
業
小
妥
員
会
、
刻
持
ハ
ム
鉱
部
人
山
、
法
務
部
会
な
と
の
ん
い
川
公

半
球
…

L
h
o
い
亡
、

ゲ
レ

l
v
l
／
金
引
の
終
止
に
つ
い
て
は
、

h
H
へはbl
i

ぷ
ハ
ノ
引
山

i
1
2
J
f
f
i
l
 

初
め
て
政
叶
と
し
て
の
枚
斗
同
庁
、
川
を
江
式
に
従
ボ
し
た
〈
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会
利
キ
ー
二
日
%
に
引
去
下
げ
る
こ
こ
、
会
組
に
よ
っ
こ
は
利
U
A
削
船
法
の
上
以
こ
ギ
ミ
y
プ
が
止
、
）
る
が
、

ヲ
」
れ
は
川
リ
ポ
引
で
は
な
く

む
攻
訂
に
ょ
っ
と
店
め
る
こ
と

逮
捕
L
た
リ
試
刊
に
か
け
p

り
は
ド
ず

業
務
停
止
命
令
と
い
っ
た
／
行
政
処
分
に
よ
、
リ
引
す
る

と
〕
た

J

位
前
例
措
匿
に
つ
い
と
は
、
特
例
ハ
ム
刊
は
二
ヘ
話
？
〆
一
六
川
資
法
の
ト
隈
全
判
引
き
n

げ
校
、
最
長
五
年
程
度
迎
出
で
き

る
町
民
冶
置
と
す
る
こ
と
、

z
h
M
円JLγ
各
日
少
し
と
叶
A
M
利
融
資
が
／
れ
わ
れ
な
い
よ
う
、
利
川
で
き
る
借
り
手
は
池
の
川
費
者
ヘ
守
同
長
お
か

h

リ
の
借
り
入
れ
h
J
J
J
U

者
に
以
｛
仁
す
る
ご
と
、

叫
汁
何
れ
L

工
担
つ
ん
借
り
入
れ
と
一
段
と
も
1
メ
払
い
を
泣
滞
し
h
J
岱
り
手
は
、
完
済
後
一
庁

間
は
新
た
な
以
内
向
鯨
資
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
、

悩
人
い
対
し
つ
特
例
措
出
を
涼
め
ゐ
少
額
－
L

日
間
内
枠
は
一
τ
A
f
－－
K
門
・

ヶー

た

一
戸
ノ
万
川
円
・
半
年
」
の
い
ず
れ
か
J
す
る
こ
と
、
ポ
業
汗

r

一
一
げ
に
つ
い
て
は
、
江
へ
と
ん
は
法
人
心
代
衣
t

引
を
刻
象
に
1

n

f

一

ヘ
ノ
コ
叶
』

く

j
i

一
カ
汀
以
内
の
激
r
討
で
二
八
区
の
符
例
会
利
の
山
品
川
を
認
め
る

F

」と、

F
業
者
の
場
ん
は
、
売
上
告
が
来
起
人
一
っ
て
く
ふ

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

の
に
今
回
の
千

4
J

終
決
河
期
限
に
羽
金
う
u
f
h
り
な
い
と
い
っ
た
ん
y
i
ス
を
訟
ト
一
心
し
、

二んど牧口｛り
p

へ
し
あ
っ
亡
も
し
ょ
刊
を

U
U
Iじ
巳

：
l

i

d
－

d

ヰ
f；
午
）
口
ム
H
と

川
刊
剥
貸
？
付
け
が
な
さ
れ
な
い
ょ
っ
l
ず
る
た
め
の
総
量
調
制
に
つ
い
て
は
、

他
け
れ
か
h

りのハ刀
fb
合
わ
せ
た
怯
け

」q
る一、し
y

と、
ν
たー

か
ら
の
惜
リ
人
れ
状

M
が
一
八
刀
か
る
「
て
つ

η
L
 

の
福
山
F
U
川
情
刊
は
除
問
へ
の
四
一
人
お
よ
び
番
人
口
の
際
の
照
会
を
技
務
付
け
る
こ
こ
、
出中

Y
山

q
j
J
 

Z
 

p
h
 

山手法人4
 

UP 

λ 

の
一
分
の
一
を
将
え
る
よ
う
な
融
資
を
原
則
れ
ど
？
乙
ー
す
る
こ
と
、
こ
の
札
制
が
有
効
に
倒
く
よ
う
に
す
る
た
め
、
他
？

一
社
主
p

り
の
貸
付
心
開
M
V
五
つ
川
一
ハ
を
越
え
る
場
合
、

も
仁
ノ
＼
は
他
u
F
A

伯
リ
人

h

ペ
ケ
ザ
ム
ロ
わ
で

一
コ
ペ
J
M刊
を
超
え
る
場
ム
円

は
、
羽
泉
此
制
収
百
小
な
〆
二
、
午
収
を
隊
討
す
る
こ
こ
こ

L
た

υ

河
じ
、
与
謝
貯
は
賃
金
業
川
札
制
ぷ
F

の
改
正
法
案
は
内
閣
提
出
法
案
に
な
る

と
の
見
混
じ
る
せ
初
め
て
↓
ポ
し
た

、f

け
れ
い
久
、
桶
交
者
令
一
融
業
以
は
内
抗
措
笠
L
U
T

歓
迎
し
て
い
た
わ
け
ー
は
な
か
℃
だ
り

泊
費
者
公
献
vオ
界
は
、

一
限
金
利
引
洋
一
げ

ゲレ

と
M

兆
円
草
剤
制
に
あ
く
ま
ご
比
対
の
姿
勢
を
出
さ
ず
、
円
考
？
求
め
て
い
た

f

リ
ポ
ル
ピ
ノ
ゲ
取
引
が
九
割
引
一
を
白
め
る
、
旧
安
何
人
ム
一
駅

ヰ

Z
T
h
M
K

ハ同い
l
」
っ
て
、

ワ
ポ
ル
ピ
〆
グ
収
引
刀
鳴
ん
は
暗
刑
さ
れ
な

υ
i
v
N刈
惜
立
に
は
、

ほ
と
ん
ど

Hλ
守
化
門
川
山
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

一τ。
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全
国
丘
小
茎
一
司
令
山
叫
ん
門
会
、

刈
川
一
皮
な
士
利
引
き
ト
げ
は
資
金

円
ト
ヘ
れ
脅
さ
ん
一
融
協
会
な
＼
Lttr、
界
川
叫
休
は
、

月

川

R
に
連
名
士
、

需
要
戸
、

事
業
担

r
T
J
R
リ
，
ト
キ
も
た
ら
す
と
し
、

Iii 
H恭
11,1 

" 
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<,jj 
' 
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二夫

歩
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ま
た
特
例
措
置
は
丸
幼
刊
に
乏
し
い
た
め
、

急
枇
な
」
4f
刊
以
楕
を
緩
和
す
る
も
」

で戸、、
問

こ
に
は
勺
な
h
J
A
L
り
な
い
こ

i

一4
3
2何百九

1

引
を
発
表
す

一
つ
ま
り
特
例
措
匹
は
、
泊
費
者
全

mm業
対
に
と
う
し
は
あ
ま
り
メ

1

y
ト
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
問
料
問
の
妥
協
で
税
制
寸
桶
極
派

の
政
ム
旧
式
市
ん
も
の
反
対
を
斗
じ
込
め
れ
ば
、

ー
代
、
時
間
と
し
て
は
実
に
安
い
も
の

と
ぢ
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
特
例
来
は
、

旧
判
制
強
化
派
か
り
踊
刻
、
な
批
判
↑
苫
一
之
け
る
こ
と
？

第
七
節

特
例
案
の
撤
回

九
月
六

υに
後
露
出
」
純
は

特
例
案
を
批
判
し
γ
内
照
的
政
務
dRを

rれ
い
す
る

マ
ス
コ
ミ
々
け
日
付
を
集
め
て
正
者
会
見
を
’
つ
い
、
金
融
f
一を

m
k批
判
？
三
J

V

九
糾
問
・
テ
レ
ビ
の
ん
半
は
後
十
恥
い
仙
の
辞
任
を
好
↓
↓
ぃ
的
に
扱

ペ
金
融
行
へ
の
批
判
か
強
め

規
制
強
牝
派
デ
全
融
り
へ
の
批
判
を
強
め
る
一
方
？
、
山
点
制
叩
小
山
私
一
派
の
設
問
か
ら
も
、

再
び
り
立
融
庁
JK
へ
の
批
判
H
J
時
一
目
す
る

J
臼

民
党
合
司
会
談
は
主
月
五
日
か
ら
〕
け
に
か
け
と
、
バ
M
中
川
1

十ZH店
一
見
の
は
リ
ま
と
め
J

守
一
同
指
し
ふ
論
を
続
け
た
バ
し
か

L
税
制
消
係
派
内
乱
一
品

兄
た
ち
か
ら
は
、
上
限
金
利
引
き

h

げ
へ
の
批
判
、
地
原
委
、
口
長
の
会
誌
の
選
当
日
方
汁
仏
が
独
裁
的
だ
y

ぃ
、
っ
批
刊
、
融
資
の
絵
主
規
刈

へ
丹
批
斗
な
、
て
カ
な
さ
れ

説
判
強
化
派
刀
打
子
一
－
市
民
た
ち
か
ん
は
、
汁
h
例
的
…
声
を
批
判
す
る
芦
が
上
が
リ

は
閉
山

hw
J[( 

J'.', 

他
}] 

っ
か
仕
か
っ
h
J
n

特

rm
品川山台

Y

の
導
入
で
叫
劃
消
極
派
の
沼
会
立
亡
で

Jr期
決
？
乞
刈
ろ
う
2
ず
る
〈
献
庁
の
刊
誌
は
夫
氏
し
た
の
一
川
、
一
一

る
n

じ

U
りん
U
京
げ
刊
に
泊
以
は

保
全
配
い
わ
特
例
の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
は
ん
い

Tテ
取
り
付
け

cJれ
な
か
コ
た
こ
と
と
、

r
寸
例
措
宣
の

小
ノ
額
・
可
川
町
山
同
に
つ
い
て
ほ

γ

山
本
九
、
）
万
円
以
下
、

ん
内
川
山
川
町
丸
山
ノ
リ
以
内
」

に
集
約
す
る
け
ど
き
を
研
ら
か

γ
し
た
ο

さ
ら
に
特
例



ザ…J
院
の
存
続
期
尚
仁
つ
、
て
、

同
州
績
の
川
円
川
市
】
判
い
や
一
ボ
岐
し
た
一

八
日
い
は
り
謝
昨
も
、
特
例
則
叫
の
知
箱
を
小
時
一
す
る
公
一
一
口
キ
行
つ
円
。
地
一
服
ζ

大
森
ら
は
、
特
例
間
判
明
河
を
五
低
か
ら
一
4
l
じ
短
縮

す

ρ伶
…
正
案
を
持
つ
ご
い
と

j
t
 

L
巾

？

刀

川出
2

山
行
い
桜
井
ー
だ
ち
に
！
日
金
利
J
P
一
利
息
制
限
法
の
み
小
羊

九
月

じ
に
は
新
手
一
一
市
兵
力
2

何
忘

！手

ぷお
"" 

（
一
年
間
の
お
例
し
し
て
、
対
面
市
汗
大
川
に
よ
る
融
資
に
取
っ
戸
、
二
六
力
門
司

T
午
以
刈
で
金
利
二
六
お
の
迎
掃
を
一
忍

L
、
ぞ
の

め
る
と
い

こ
の
誌
較
は

の
同
時
の
引
き
げ
な
ど
、
川
休
業
J

n
も
踏
み
込
ん
だ
九
拝
で
、
川
市
割
強
化

3

一一
U

ノ

出
較
派
の
み
な
り
ず
、

全
融
庁
－

H
Hん
と
地
執
ノ
什
部
ト
と
っ
て
も
久
ノ
け
人
れ
維
い
も
の
で
あ
う
た
c

l,J 
山一

八
位

h
L
J
L
L
噌
尽
は
心
小
路
洋

山
・
引
務
全
琳
部
会
長
と
と
も
に
、
公
明
沿
の
－
出
美
・
全
税
関
也
前
清
委
員
会
一
ち
は
去
、
内
旧
安
r1
・
財
政
九
融
市
〆
一
買
い
～

h
H理
と

会
談
し
、
f

ド
氏
党
・
九
J

税
庁
山
長
へ
の
市
川
併
を
求
め
た
つ
だ
が
一
同
ら
は
、
特
例
折
区
に
行
宅
前
な
言
え
を
述
べ
た
よ
党
協
議
の
柏
田
市

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

報
土
門
を
と
ん
け
れ
中
川
秀
直
門
川
氏
党
政
川
ん
4
1
T
U
、
臨
口
町
会
百
集

υの
九
月

ム
ハ
川
ま
で
に
ー
は
J

一心寸
F

る
こ
！
と
仁
は
、
～
ど
わ
ら
す
に
一
読

八
一
川
品
川
乙
い
な
は
げ
る
よ
弓
、
九
4
f十
り
に
布
げ
同
法
制

ν
れ一

hv子
ら
は
渓
司
、
金
制
調
貨
ム
バ
の

ffm会
を
問
、
い
て
狩
川
内
情
］
T
h
の
修
王
業
の
印
刷
u
戒
を
続
け

こ
の
吋
刻
、

一
ア
〆
ピ
の

7
イ
V

ン
コ
ー
で
も
特
別
問
也
が
取
り
げ
ら

ιて
お
k

、
金
融
斤
に
は
一
J

－r界
的
民
わ
け
に
芯

ν
た
の

か
」
と
い
う
抗
誌
の
た
話
が
殺
到
し
「
い
六
C

M
引
の
情
科
書
組
で
み
の
も
λ
た
が
特
例
刊
十
一
耐
を
強
く
批
刊
し
て
い
た
た
め

肖
民
，
比
幹
一

お
は
金
融
IJ
に
可

L
、
ー
み
の
も
ん
F
に
も
分
か
る
茶
を
作
勺

f
T
、れ

いど嬰」い

p

レ一い

ん
1
R
f
h
u
午
前
の
金
融
調
世
会
の
幹
部
八
三
＼

中
川
政
川
会
長
に
よ
る
IM
刈
調
り
貨
の
結
果
を
際
ま
え
と
、

特
例
の
金
利
p

、

適
応
矧
出
こ
が
不
さ
れ
、
ハ
J

花
氏
内
全
mm
司
清
余
・
法
務
部
会
の
A
U
M
川
会
誌
い
訟
む
工
Y

一よじ
A
4

一
が
な
さ
れ
た

A
F
伺
会
議
で

、f

し
て
意
見
の
け
刈
白

て
れ
以
L

一
夜
議
を
長
引
h
V
J
f
c
え
内
の
五
一
致
事
↓
さ
り
け
山
ゴ
ヅ
よ
け
は
執
行
認
の
山
f
を

υ
亡

ゐ
二

J

）
〉
、

し
ょ
ノ
｛

0

3

ゲレ

ど
引
に
進
む
べ

3
と
い
う
雰
釘
’
一
ー
に
な
っ
た
に
’
M
J
方
に
合
同
会
長
を
終
え
た
金
子
と
増
肢
は
、

任
を
侍
る

F

」と

つ
い
に
執
行
部
へ
の

が
で
き
た
レ
に
し
て
、
「
九
H
企
業
法
の
伏
木
改
H
｜
｜
新
た
な
多
重
責
務
者
七
口
H

戦、

ヤ
ミ
ム
ム
臓
の
撲
滅
｜
｜
」
と
注
し
た
レ
一
ン
コ
ズ

プ
セ
の
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キ
八
ム
去
し
た

J

そ
の
内
科
は
以
ト
の
通
り
で
あ
J

と、

八
%
ー
か
ら
二
万
・
九
%
に
引
き

ま
ず
、
特
例
〈
寸
引
に
つ
い
て
は
、
当
初
案
の

rげ、

h
続
期
間
判
も
－
立
白
か
ら
一
年

J

畑
町
対
象
も
「
一
コ
万
円
・
一
年
以
内
」
に
狭
め
）
ο
スヰ一
J

業
者
向
け
は
h
O
O
L
A

で戸、、
問

円
・
＝
一
古
［
行
以
内
の
ま
ま
）
と
い
う
も
の
で
あ
了
に
ま
た
上
明
金
利
引
き
下
げ
の
期
間
一
い
つ
い
と
？
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
父
行
が
ん
払

ノ
れ
ま
と
庁
、
施
行
か
に
円
引
さ
、
け
ま
で
一
「
を
改
町
、
合
わ
せ
と
一
石
ー
以
付
と
す
る
こ
と
、

）
の
問
問
付
仁
川
和
例
の
必
山
久
げ
の
有

怖
に
つ
い
て
I

－Eす
こ
と
に
し
た

U

さ
ら
に
、
金
一
臥
月
と
警
察
庁
、
間
d

ぺ
分
間
中
約
な
し
判
係
省
庁
で
構
成
す
る
「
多
重
債
務
者
刈
策
本

市
一
を
山
門
間
官
房
仁
設
置
し
亡
、

ヤ
i
金
部
刈
奴
キ
地
主
山
口
ム
は
体
な
と
日
よ
る
江
川
務
者
t
け
け
担
【
談
叶
山
山
口
の
拡
光
、
制
度
改
d
全
体
の
／
什

山
怯
品
川
口
引
の
折
仰
を
執
る
こ
と
め
、
が

J

人
間
献
に
つ
い
と
は
、

十
限
金
引
引
き
下
げ
心
時
肝
町
ま
で
に
最
低
剛
一
伝
一
商
店
件
額
を
止
み
会
付
並
み

の
五
コ
こ
行
方
川
円
仁
引
き
十
げ
る
こ
レ
／
も
盛
り
込
」
哀
れ
ー
に

イU
h 

以
判
が
強
か
J

た
利
息
制
限
法
の
ム
d
h哨
区
分

ι
つ
い
て
は
、

ム
小
吋
泌
り
、

す
れ
ぞ
れ
J

工
仏
に
引
き
l
け
る
こ
と
と

同
叩
店
れ
ら
の
会
見
品
川
、
中
川
政
川
会
長
と
井
i
義
久
公
明
党
政
調
会
長
が
協
議
歩
行
つ
み
八
へ

ν

井
i
は
、
こ
の

つ
い
て
一
バ

曲

ν
九

J
b
η
η
1

1

J

；

〈

〈

特
例
抽
出
に
つ
い
て
は
、
一
な
い
ほ
～
つ
が
い
い
と
い
う
姿
弊
仁
史
わ
、
り
は
ご

un
ま
だ
党
内
に
い
む
い
ろ
み
ノ
エ
ー
見
が

みのる」

f

じ
て
、

刊
一
答
や
留
保
し
た
こ
消
喪
11金
融
業
作
に
は
、

t
cに
ち
き
ら
め
ム
7

ド
が
孔
ぼ
っ
て
お
り
、

C一

主
円
に
白
民
党
政
尚
九
百
が
最
終
九
円
志
を
不
認
J
K
J

｝

日
μ
いん
h
u
案
に
い
九
L

b

人
の
戸
川
を
川
す
こ
と
は
な
か
ハ

九
ー
に
子
川
一
凸
は
戸
ト
弁
連
で

J
L官
会
γん
を
／
「
い
、
利
自
制
明
1
1
の
ム
ム
続
日
い
分
の
山
わ
さ
上
け
や
杭
が
い
削
川
井
川
直
が
伐
】
た
こ
と
を
批
判
し

た
ペ
ワ
じ
に
は
、
こ
れ
ま
と
日
47
一J
た
勤
き
を
し
ご
い
な
か
っ
た
民
子
党
が
「
ノ
ン
パ
／
ク
ブ
ロ
ジ
工
ク
ト
チ

l
A

力
会
誌
を
苅

三
一
、
特
似
川
企
利
の
叫
す
人
と
害
額
ロ
い

hrの
引
3
L
げ
に
反
対
す
る
心
配
を
交
去
す
る
n

民
主
党
は
臨
時
何
台
で
、

こ
れ
を
付
川
刊
に
し
て

政
府
’

R
F〆
%
を
川
弘
法

L
ょ
う
と
V
与
え
た
の
で
あ
る
。
長
昨
党
、
社
作
J
J
U
1弘口、

U
民
党
本
に
反
日
叫
す
る
考
え
を

rvL

μ
に
は

後
藤
田
が
け
木
目
苔
ク
ラ
↓
ノ
で
謹
一
演
会
を
行
い
、

肝
心
い
を
川
じ
く
オ
る
へ
が
い
れ
ば

丸
、
仏
軍
役
刻
み
変
更
を
撤
回
3
せ
る
た
め
、

当
初

ir!:Uにぷ学｝位 l日 l'I♂1 I '.i:J8 〆.Zill'.L: .I 



日
一
党
派
で
出
動

ν
て
い
き
と
い

九
月
二
ハ
け
に
陣
同
司
会
が
唱
会

で
山
町
利
1
v
た
安
M
U
W同

が
菌
相
－
L

l
九
位

L
た
c

金蝕川叶一
μ
－i
、ァィ

ハ
ゾ
円
の

ヂ

小
J
か

L
川

p＼
e
i

I
M
I
－

－

J
1
 止
情
説
抗
議
員
が
就
任

ζ
ー
コ
少
な
く
と
も
貸
金
業
作
君

J

り
こ
じ
さ
れ

と
は
ヘ
ふ
く
ド
ヘ
森
山
は
抱
を
な
守
、
お
ろ
し

一
一
、

L
7

、L

L
2
7
5
 

2
Z
μ
h
ハA
M
M

ヘ
後
に
九

1
王
で
臼
長
、
一
三

臨
時
国
会
で
法
案
を
通
一
一
二
J

め

γ
は、

ロ
一
立
戸
い
ま
ず
ー
に
さ
れ
た

ハ
〉
戸
市
i

匂
ト

は
法
律
を
脅
さ
げ
、
問
問
議
？
の

f
判
明
を
将
る
必
更
が
あ
J

た
ハ
ム
却
庁
の
信
用
制
民
ハ
ふ
Jrv
」
己
主
の
コ
コ
僚
h
J

ち
は
、
連

U
、
法
案
げ
に
け
成

M
d

業
に
迫
わ
れ

け
れ
と
も
、
金
利
引
き

F
げ
を
求
め
る
凶
休
は
、
辻
付
例
机
情
的
数
回
を
ま
ど
あ
き
一
つ
め
て
は
い
な
か
っ
た
〉

月

リ
い
い
、
ム
J

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

利川
U
t

げ
え
一
求
め
る
ぞ
れ
二
川
ハ
ヅ
万
九

ι
！
工
笠
が
民
会
に
提
出
さ
一
れ
た

3

こ
の
i
八
世
一
者
も
は
、
先
述
し
土
庁
崎
灯
、
労
働
組
丘
の
矧
織

力
に
よ
ふ
と
こ
ろ
が
λ
き
ー
刀
ワ
た
の
が
が
、
」
円
買
者
金
融
業
界
！
ト
リ
刊
子
る
日
」
誌
の
批
判
の
日
ま
り
に
よ
る
も
の
に
も
あ
っ
た
ハ

、の事い

名
の
誌
山
i
M降
、
参
設
院
議
員
会
結
ド
お
、
二
一
斗
一
ブ
ム
す
の
白
金
利
バ
引
き
下
げ
や
災
現
す
る
国
民
代
ー
一
き
九
位
叫
ん
山
」
が
開
催
さ
れ
、
以
民
党
、

公
川
I
h

ん
を
除
く
各
一
比
の
妹
、
舎
の
ふ

R
の
ほ
か
、

J
一
台
傘

F
の
、
労
協
組
合
問
、
弁
誌
、
目
店
主
H

土
、
被
半
遅
の
代
以
り
い
均
一

ぷ
ム
は
例
外
な
き
今
…
判
汁
7
き
6

げ
を
訴
え
、

吉
J

、
、

d
J
Nい
う
け
た

連
合
の
内
示
附
会
長
も
架
ペ
ザ
に

υ
円
た
っ

」
の
薬
会
で
は

川川一
M
U
坦｛古山

"' ' i、、

一ヘ

h
r
fれ
が
、
金
利
引
き
げ
を
刊
に
本
め
る
リ
抗
議
を
採
択
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た

J

も
と
も
と
は
主
国
古
年
斗
法
吾

ム
ー
は
山
長
会
が
人
中
古
川
の
山
方
議
会
い
対

L
亡
、
ヘ
L
刈刊訂ハ
v
d
h
げ
を
凶
に
求
め
る
主
い
削
ハ
言
を
一
人
坤
択
す
る
よ
う
倒
き
か
け
る
意
見
し
一
一
排
出
仏
送
致

、f

チ
一
イ
い
っ
て
い
h
J
n

こ
の
透
訟
に
労
品
市
民
や
辿
～
ー
の
地
方
組
織
が
恒
わ
つ
ん
と
こ
ろ
、
六
百
：
か
り
宍
［
J

ず
に
か
け
亡
、

出一

戸
、
の
よ
ー
な
驚
く
べ
き
成
果
が
起
ら
れ
た
の
で
あ
ふ
コ

’
T
l
）

K
L
t
 

名川
m
u
主
人
三
副
主

ゲレ

峰
、
択
の
必
R
が

一了
、

P

干

叩

小

川

2
l
l
l

、

J

1

1

、1
J

ミ
」
戸
川
い

,, 

月

境
攻
本
部
の
呼
び
か
り
に
よ
り

U
比
mphyh
パ
」
不
全
じ
て

一
！
両
人
心
恥
い
引
き
ト
げ
総
渋
川
辺
住
小
九
九
」

七
円
に
ほ
、
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保
さ
ふ
刊
た
こ
参
加
ノ
告
は
想
定
し
て
い
ふ
7

一
日
に
は

ぺ
は
ハ
ベ
同
氏

り
つ
つ
人
を
た
摂
に
起
、
ア
九

J
η
J
ヘリ
F
八
に
寸
f
ζ

～
に

ヨー

i
リ
〕

P
I
t－
b
R
N
U
 

党
が
蜂
起
〆
人
J

い
川
県
秩
父

i

市
「
ム
門
司
の
Fd仙
刊
京

の
古
芯
治
決
起
集
会
会
同
い
て
お
け
ノ
、
そ
こ
か
ん

で戸、、
問

円
二
、
人
口
小
山
一
同
に
向
け
、
有
該
十
、

i
法
主

J
一、

つ
ら
一
人
が
陳
情
専
を
俸
ハ
「
1

、
わ
り
に
つ
な
い
で
伐
を
伐
｝
J
、ー定

サ
ラ
金
似
害
者
ら
延
べ

h
F
川
明
け
、
最
終
ラ
、
／
J
j

が
総
決
起
集
会
の
場
へ
湾
周
主
門
会
逗
ん
一
己
〈
る
と
い
う
べ
ブ
ガ
！
？
／
一
人
を
F
h
〉
た
集
会
後
に
安
h
w
お
た

t, 
L土

連
九
ー
の
白
日
中
に
先
草
さ
れ

川
門
会
を
弘
同
一
一
9

る
よ
う
に
枇
り
赤
い
h
J
H

霞
が
閣
か
ら
出
会
一
tm市
羽
生
ま
で
デ
r

一
竹
京
事
行
い

ー
は
、
野
党
各
叫
よ
か
ら
多
く
の
表
門
間
が
、
さ
ら
に
公
明
党
内
議
員
も
一
ヘ
名
以
が
伴
ち
JT
灯
、
科
一
連
協
会
長
が
ぬ
ら
に

陳
活
全
け
を
干
刊
し
た

一
一
l
J
J

J

ムリノノ）〆

そ
の
後
、
京
ぷ
恥
談
員
A
4
館
じ
行
わ
れ
た
紅
内
長
公
に
は
、
ー
円
民
党
も
再
め
た
お
党
の
議
は
が
参
庶
L
C
操
お

九三

λ
I
け
を
求
め
る
回
以
い
は
r

但
円
引
，
を
信
任
仲
山
メ
せ
、

世
ヘ
ザ
ゼ
玖
起

L
bに

F

こ
の
よ
、
つ

！
と
、
ろ
か
府
河
合
へ
は
、

手
町
民
斗J

ぬ一がぺし、

計士扶…、

何
山
川
門
戸
れ
る
こ
と
に
か
泊
三
日
民
党
活
字
ー
と
な
り
土
中
川
は
、

。
月
五
日

森
雅
，
j

－
金
引
い
ョ
ト
市
町
田
制
皮
参
事
行
主
一
課
伝
補
佐
し
）
明
会
ぃ
犬
、
佐
藤
栄
休
久
知
事
が
公
共
卒
業
で
の
談
介
手
件
で
許
税
〕
た
一
戸
一
に

伴
う
い
伯
尚
い
戸
県
知
山
字
選
挙
ト
、

rhい氏’門もしかワ内
I
E
ね
す
る
よ
う
軍
互
い
に
寸
る
た
め
ご
あ
J
h
J

」
の
同
時
で
よ
森
ば

特
例
仙
叩
F
Iこ
利
息
制
以
よ
べ
の

〈
拝
領
日
分
布
保
一
史
を
縦
叫
す
る
よ
ヘ
始
く
山
寸
芯
＼
古
川
か
勺
崎
問
主
一
ム
七
日
出
触
を
似
い
た
い
う
c

こ
の
ん
佼
、

中
川
1
Z
7
4、
同
門
町
一
は
、
泌

秘
戸
以
に
ん
五
%
口
J
ど
J

円
十
一
、
特
例
日
明
日
J
）
ム
ヱ
伊
豆
分
変
更
の
撤
司
を
ほ
汀

J

始
め
る
つ
ム
で
叫
し
一
回
中
山
は
、
日
記
の
十
八
改
u
d
だ
っ
p

は
ず
が

ー
サ
一
フ
金
業
界
中
川
り
の
一
一
玩
協
京

の
E
う
に
つ
わ
れ
る

U
速
い
な
一
っ
た
こ
こ
に
「
や
り
さ
れ
な
い
患
い
一
か
ζ
つ
っ
て
い
ん

J

ノ＇｝＇

組

炉
問
片
山
間
の
旭
出
山
間
関
が
わ
ず
か

ωー
に
盟
給
さ
れ
た
こ
と
で
、
品
川
変
日
緩
和
持
出
と
し
て
の
効
果
h
Jめ
る
か
ど
う
か
も
疑
わ

L
く
な
っ

た
し
〈

νρ7え
亡
い
L
h

一

J
1
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円
、
ヘ
ナ
と
山
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原
は
、
八
ム
川
叶
え
の
十
川
田
・
令
一
拠
出
川
也
前
九
問
委
員
三
、
西
川
m

－
則
改
・
八
ム
融
部
会
交
代
岬
町
、
と
が
硲
に
会
談

［
た
「
こ
の
場
に
は
色
融
庁
幹
部
と
汁
い
務
白
幹
部
も
門
民
し
、
特
何
世
川
笠
と
恥
い
肘
恥
限
I
L
の
金
征
ド
分
引
き
ム
げ
を
撤
同
す
き
」
レ
L

が

ir!:Uにぷ学｝位 l日 I'IS) I：；，；υ〆.Zill'.L弓｜



決
め
コ
れ
た

J

ま
九
J

マ
ス
コ
ミ
か
ム
の
批
判
い
が
強
か
了
た
、
ー
汁
殺
を
原
川
と
し
と
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
治
世
J
4
7
f
出
向
い
は
体
パ
命
保

険
を
い
詑
止
す
る
こ
と
も
決
め
ら
れ
た
c

一
、
の
ほ
か
、

L
L
護
金
利
7
き
「
げ
に
よ
ゐ
貸
し
長
け
な
ど
の
長
謹
門
会
完
極
め
る
p

め
、
コ
フ
き
yf

げ
別
に
組
制
刊
を
「
ノ
直
す
長
刀
、
を
法
案
に
也
り
込

f
こ
と
も
「
仇
め
ら
れ
た
〉

L
か
LPF
れ
じ
は
、
内
問
川
口
川
口
町
が
帯
缶
ア
γ
一
小
ノ
た
υ

施

f

市
い
店
律
Jγ
じ
ん
直
す
と
い
う
り
京
市
引
が
人
る
介
、

幌
町
別
」
法
律
が
い
凡
直
さ
れ
る
が

J

能
併
が
あ
り
、

現
在
、
法
伴
仁
青
い
て
し
め
る

意
味
を
な
え
な
く
な
る
む
れ
が
あ
る
t
t

い
う
理
由
か
ら
で
あ
っ
一
た

見
直
に
対
象
が
仙
一
日
刈
仁
い
い
が
。
こ
と
を
危
怪
し
て
い
た
ぶ
奈
は
、

山
川
間
法
制
局
の
指
摘
を
J
T
M
人
れ
、

k
l
1斗出ニコ
3
C
手

f
d
手
相
ヰ
1
1

：
I
v
v
l

2
1
4
J
 

u
r
J
t
刀
C

～
ー
ド
以
内
に
、
十
限
金
利
引
3
下
げ
お
よ
ア
総
旦
一
川
町
献
の

UV入
を
円
A
け
与
へ
党
一
7
る
た
め
に
議
ず
べ
き
け
昨
年
恥
め
必
製
仕

＼
ノ
い
て
検
討
し
、
検
討
の
付
巣
に
応
じ
て
必
由
民
な
見
向
し
を
一
り
つ
」

J
い
う
山
内
の
見
同
L
条
項
：
一
じ
ム

2

起
草
し
た
こ
の
表
現
に

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

見
直
し
は
上
限
金
利
引
き
け
と
総
E
規
制
の
い
？
人
の
た
め
に
ど
り
認
め
ら
れ
る
l
y
u
h
つ
こ
と
ト
な
り
、

上
限
金
利
引
込
下
げ

ト
ふ
川
ソ
、

たどと
、話、

百7

ii 
市I
L」
体
守

口
庄
十

少
は
不

ムi

H己

ヲ介、

,, 

一
日
一
月
二
川
リ
に
［
民
党
は
F
以
後
の
む
附
会
議
会
問
主
、
修
玉
東
を
了
承

ν

一百一喜楽＋十いは

月
一
司
に
山
努
議
院
r
仙
人
会
融
点
、
全
会

立
で
可
決
さ
れ
成
す
し
た

内
F
J
O
立
V
末
法
は
段
階
内
に
施
行
さ
れ
、

一
コ
年
ハ
月
一
八
円
に
、
総
量
一
弘
刻
、
み
な

L
弁
が
叩
一
皮
の
い
川
札
止
、
出
資
法
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上

日
賦
合
一
会
栄
光
お

σ

び
一
長
白
羽

υ
会
下
惚
円
特
例
の
山
崎
J
M
な
ご
が
泌
行
さ
れ
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こ
で
、
七
九
＋
施
ノ
土
じ
れ
る
こ
と
し
一
な
叶
た
〉
な
お
、
施

f
前
L
は
一
再
び
八
日
金
楽
界
な

d

一

カ
ら
、
式
全
施
／
J
U

の
廷
内
ノ
阜
、
総
口
庄
町
川
切
の
敗
目
な
と
を
求
め
ふ
戸
が
［
が
り
、

」
れ
ん
一
も
の
の
、
鳩
山
山
紀
夫
対
羽
三
八
斗
一
限

、f

相山町」
1

丈
巨
に
此
勺
－

L
F
、
い
た
亀
芹
静
吾
h
J
、
子
疋
品
川
の
施
行
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一
決
め
ん
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｝
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4
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平
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八
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七
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に
て
向
山
注
さ
れ
七
「
公
ハ
政
策
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分
析
手
法
」
併
究
会
に
お
げ
る
沼
市
口
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叫
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党
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、
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、
J
d

卜
を
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司
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井
手
削
掲
＃
、

l
人化ル杯、削咽刊4古川、

井
手
、
町
一
指
非
、

（
コ
～
井
手
、
叫
旧
拘
書
、

（m
h斗
」
井
手
、
削
拐
帯
、

山
山
一
作
汁

J

干

、

剛

司

河

井

、

＝

は

へ川
γ
」
）
相
ザ
剖
、
日
い
伊
パ
司

L

肌
喰
い
、
川
、
υ

辿

主
主
的
吉
、
戸
旧
判
官
作
ノ
説
、
問
、
己
、
↓
三
一

（r
J
～
サ
回
以
、
削
掲
〆
庁
五
日
、
闘
う
｝
、

J

一

一
町
、
斗
工
て
前
市
内
書
、
引
で
も
王
〈
）
は

（
中
八
三
井

J

干
、
削
舟
井
、
山
一
五
人
以
内

ヘ
山
一
ヘ
i
h
件
、
ぷ
掲
荘
、
。
犬
↓
一
一
コ
内
J

｛

m

rで
十
、
制
局
内
で

h

ハ
ノ
一
以

ヘ
ハ
一
井
一
千
、
前
A
引い
14一
、
：
ハ
ハ
五
巳

へ
川
井
乙
て
則
男
主
円
、
ー
ハ

q
七
ハ
以
内

ヘ犯
J

ドオ
γ
十
、
民
間
ヰ
円
、
！
ハ
（
↓
」
六
じ

（
三
井
手
、
叫
旧
拘
半
円
、

1

0

1
ロー

（
判
」
井
手
、
削
持
当
、
玉
川
八
ヘ
〕
山
口
も

79一
も
人
収
じ
口
弓
ば
、
山
論
品
「
一
札
に
と
と
め
れ
旬
か
、

i
脱
会
一
κ
引
き
L

げ
力
剖
2
打
ト
り
日

サ
か
に
つ
い
て
は
、
ニ
れ
ー
は
オ
ブ
山
ハ
ー
の
意
見
を
ー
ぅ
披
つ
カ
と
い
う
問
問
一
、
す
一
、
戸
市
じ
て
い
る
、
ん
森
、

v
聞
記
吉
川
、
一
九
一
以
ハ

J

ヘ
「
ふ
）
井
手
、
出
持
品
、
ヘ
ペ
ノ
八

rHじ

（
小
川
井
戸
十
、
叶
帰
行
司

t
豆、

T

川
山
新
聞
”

へ
訂
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手
削
掲
止
一
、
一
一
民

一泊、
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削
点
4
4
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ヘ
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手

削

掲

＃

、

ふ
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」

（
仙
町
、
日
十
乙
て
削
咽
刊
書
、
七
1
1
貞

J

（U
J

井
手
、
町
一
指
非
、

t
五
台
六
L

（
口
一
井
手
、
叫
伺
書
、
八
へ
同
ロ
ー

（
JU
十
FYN向
、
前
掲

J
庁
長
、
隊
、
こ
、

山
一
’
十
一
都
立
、
前
日
吋
古
川
「
去
、
山
町
う
一
、

へ
ru
）
井
手
、
日
一
伊
パ
ヰ
円
、
ー
、
組
一
口

問
主
的
吉
、
戸
旧
判
官
作
ノ
説
、
問
、
己
、

（
げ
～
井
手
削
掲
止
一
、
八
五
ヘ
ハ
広

一泊、

H
十
工
て
前
市
内
書
、
八
ヘ
八
八
は

（M
U

J

U
叶
J
干
、
出
角
井
、
也
ヘ
頁
一

ヘ
川
一
全
利
子

K
陪
仁
引
き
ト
ー
ヴ
り
れ
る
レ
、
註
し
判
れ
円
八
ク
M
J
H
1

い
借
り

f
に
け
山
泣
い
川

J
が
む
き
な
／
な
り
、

h
l
i金
融
の
牒
片
青
が
叩

え
る
川
沿
わ
い
が
み
る
た
め
、
出
立
法
的
山
間
金
利
は
翠
持
し
、
金
額
・
注
烈
の
貸
し
付
け
ヤ
依

1
L志
半
存
前

f
す
け
1
4

（
丘
の
来
高
に
対
し
ご
は
4

別
を
J

川
め
る
べ
き
と
ハ
、
つ
立
比
や
、
同
資
仙
り
上
限
会
刈
ζ

利
息
山
川
町
似
法
的

l
以
T
利
の
山
同
一
一
利
…
ら
U
J
a

仰い
7
v
ぺ
主
／
一
い
れ
V
げ
川
町
、
ま
ず
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合

引
以
外
山
和
佐
々
ド
ル
行
い
、
ぞ
の
犯
日
え
一
見
出
め
た
う
、
立
＼
合
引
続
人
九
円
み
と
険
討
す
べ
主
と
い
う
昌

t
v
M己
さ
札
た
っ

ヘ日
J

ドオ
γ
十
、
引
但
向
ヰ
円
、
九
ヘ
f
ノ
央
三
」
六
じ

（
山
一
井
手
、
叫
旧
拘
半
円
、
口
凶
（
け
一
六
、
一
一
川
一

h
R
D

（
九
日
」
井
手
、
削
持
当
、
ハ
江
－

戸
川
一
件

J

干
、
同
点
吋
井
、

K
H
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二
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に
供
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出
持
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、
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井
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十
、
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行
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バ
ハ
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一
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［
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、
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－
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れ
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反
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て
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は
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が
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え
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は
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J
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ミ
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え
F
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、
出
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ム
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↓
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岐
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廿
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懇
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反
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b
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司
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、
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